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　建築的な斜めの床（以下 .斜床）は、1964 年に建築家クロード・パランと思想家ポール・ヴィ
リリオによって近代建築における水平と垂直の二軸に対して、今後来るべき情報化社会のための
第三の建築空間の可能性を有することになると主張された建築構成要素である。彼らの建築作品
数は少ないが、90 年代からは R. コールハースや MVRDV、SANAA らが斜床を用いた建築空間（以下 .
斜床空間）をもつ建築作品が実現されている。しかし、現代における斜床の意味や可能性はまだ
十分に開発されているとは言い難い。
　本研究では、パランの「斜めの理論」を援用し、近年の斜床空間を含んだ建築（以下 .斜床建築）
と斜床に関する理論を参照することによって、建築における斜床を再考する。そして得られた知
見を設計提案にて応用することで、斜床空間の可能性を示すことを目的とする。
　本論文は、上記の研究背景と目的をまとめた序、斜床空間の概要と変遷をまとめた第一章、「斜
めの理論」を再考し、整理するための第二章、「斜めの理論」と他の斜床に関する理論との相互
関係を整理した第三章、前章からの抽出した分析視点に基づき分析した第四章、設計提案をまと
めた第五章、以上の総括としての結章からなる。
　第一章では、現在までの建築における斜床空間の変遷と発展について整理し、パランの歴史的
な位置付けと他の建築家との相互関係を考察した。建築的な斜床に対する理論化はパランが始め
とされ、その後理論は、Z. ハディド、D. リベスキンド、C. ヒンメルブラウなどの建築家たちに
影響を与えた。パランは、L. コルビュジエや R. コールハースと同様、斜床の開発者の一人とし
て位置付けられることを示した。
　第二章では「斜めの理論」を再考し、理論の視点を整理する。また「斜めの理論」を元に、パ
ランの建築作品の分析と考察を行う。1966 年にパランとヴィリリオが提唱した「斜めの理論」は
L. コルビュジエと F.L. ライトの都市計画に対する批判的視点「斜めの都市計画」、ドミノ・シス
テムにおける批判的視点「斜めの構造」、斜床の可能性を提示した「斜めの機能」、斜床の勾配を
分類した「斜めの角度」、外部環境との関係を示した「斜めの敷地」の５つに整理できる。この
５つの視点と作品から斜床空間における分析視点として「７つの視点（Ⅰ. 傾斜型・Ⅱ.機能・Ⅲ.
勾配度・Ⅳ. 移動媒体・Ⅴ. 素材・Ⅵ. 家具・Ⅶ.敷地）」を抽出した。
序 . 研究背景と目的
　第三章では、建築学、哲学、心理学、生理学、景観学分野のから斜床の有用性を示した。建築
学では C. パラン、R. コールハース、G. リン、荒川修作、矢萩喜從郎、哲学では G. ドゥルーズ、
心理学と生理学では J. ギブソン、A. エイムズ .Jr、景観学では J.O. サイモンズ、K. グスタフソ
ンらによる理論と概念を参照し、さらにそれらを「建築論・空間的視点」、「心理的・生理的視点」、
「環境的視点」へ区分した。各理論の相互関係を比較するため、各理論を要素ごとに並列させ、
その要素が斜床に関連し、さらに要素同士の相互関係が認められるものを斜床の性質として抽出
した。要素の連関から「斜床の５属性（連続性・流動性・多様性・開閉性・身体性）」を抽出した。
　第四章では、斜床空間を含む建築作品として 31 事例を分析対象とし、第二章で抽出した「７
つの視点」を用いて斜床空間構成を分類し、「斜めの理論」との比較、考察を行った。また第三
章で抽出した「斜床の５属性」から「斜床空間の構成要素（ⅰ.敷地と連結空間、ⅱ.方向、ⅲ.移
動媒体と機能、ⅳ.階高変化、ⅴ. 斜床種別）」に置き換え、分析を行う。前者では、各視点で類型
化し、「斜めの理論」と比較・考察することで、現代斜床建築の「傾向」と「発展的視点」を整理した。
「Ⅲ.勾配」では、パランによる勾配分類図と「身体的角度、建築的角度、法律的角度、環境的角
度、地形的角度」に区分した勾配とで比較を行い、斜床の「勾配４スケール」として整理した。
後者では、「斜床空間の構成要素」の類型化を行い、各事例の構成要素を整理し、斜床空間にお
ける「9 つの構成手法」を抽出した。「９つの構成手法」は連結部分によって「内部−内部」、「内
部−外部」、「外部−外部」操作に区分される。章結として、「斜めの理論」との比較から、現代斜
床建築の「傾向と発展」を示し、斜床空間の「９つの構成手法」を示した。
　第五章では、オフィスを主とした複合施設を計画し、従来型のオフィス建築を批判的対象とし
て設計提案を行う。またパランの指摘した都市における「交通と居住の統合」としての「斜め」から、
建築における「移動と作業の統合」へ置き換え、パランの思想を建築へと落とし込むことを試みた。
設計では第四章までの考察に基づき、連結部分に応じた「９つの構成手法」、用途に応じた「斜
床の勾配スケール」などを用いて、斜床空間の有用性を提案した。
　結章では、本研究と設計提案における総括を述べた。本研究はパランの「斜めの理論」を援用し、
他分野の理論と現代建築作品を通して斜床を再考し、設計提案において斜床空間の可能性と有用
性を示した。
序 . 研究背景と目的
一章　斜床空間の概要
本章は、これまでの斜床の変遷から発達までを
建築作品、建築家など網羅的に整理すること、
そしてクロード・パランの位置付けを行うことを目的とする。
◆斜床
スロープやオーディトリウムなど勾配を持つ床をその機能的役割や幅に関わらず、「斜
めの床」として扱う。
◆斜床空間
斜床を持つ空間を表す。
◆斜床建築
斜床空間を持つ建築物のことを表す。
斜路 [Ramp]：①勾配のある道路または通路。歩行者用と車道用がある。車道としては、道路の立
体接続部において交差道路を相互に結ぶための連絡路。歩行者用は身障者や荷物の運搬に使われ
る。「傾斜路」、「ランプ」、「スロープ」ともいう。
以上が「建築大辞典」における斜路の定義である。
しかし、今回取り上げている「斜床」とは「傾いた床」を「斜めの床」とし、スロープ、斜路、
またはオーディトリウムなどに取り入れられている勾配を持った床を斜床とする。またその機能
的役割や幅に関わらず「斜床」とする。
斜床建築
斜床空間
室斜床
斜床
Oblique Floor
スロープ
斜面 斜路
傾斜面 傾斜した床
ランプ
斜めの床
斜床…ここではスロープやオーディトリウムなど勾配を持つ
床を機能的役割や幅に関わらず、「斜めの床」として扱う。
ランプ [Ramp]→スロープ [Slope]
①勾配のある道路または通路。歩行者用と車
道用がある。車道としては、道路の立体接続
部において交差道路を相互に結ぶための連絡
路。歩行者用は身障者や荷物の運搬に使われ
る。「傾斜路」、「斜路」、「スロープ」ともいう。
②階段の手摺や兵の笠石などに見られる起き
上がった部分。
※「建築大辞典  第２版」1993 年　より
一章　斜床空間の変遷
□斜床の定義
1-1-1.「斜床空間」について
1-1. 斜床空間の概要
今から 4600 年前、ピラミッド建設においで巨石を積むために、外部に巨大なスロープを作り、
運んだという説が有力とされていましたが、近年は内部スロープ説など様々な説が提唱されてい
る。ピラミッド建設時では、斜床とはものを上に運ぶために用いられていたと言える。
「バベルの塔」とは、古代メソポタミアの中心都市バビロンに立っていた、伝説上の巨大な塔を
いう。レンガとアスファルトを材料にして天にまで届く塔を造ろうとしたが、建設の途中に自ら
の重みに耐えかねたために、あるいは神の怒りに触れたために崩れ落ちたと伝えられている。ピー
テル・ブリューゲルが描いた、「バベルの塔」には外周にらせん状のスロープが描かれている。
イタリアのピサにあるピサの大聖堂の鐘楼であり、高さは地上 55.86m、傾斜角度は最大約 5.5 度
まで達する。現在は工事により約 3.99 度に是正させる。工期は第３期まで行われ、1372 年に完
成する。第１期（1173-1178）工事が始まり、着工時には鉛直であったが徐々に塔が傾き始め、
第 2 期（1272-1278）にはその傾斜を修正しつつ建設が再開されるが、傾斜は続く。第３期
（1360-1372）は、傾斜を修正できず、最上階のみ鉛直に建設される。
イタリア、トスカーナ州シエーナ中心部にある広場。丘陵の尾根に発達した街の中心から大きく
曲線を描いて伸びる 3 本の通りの会合点に、谷に向かって傾斜を持つ扇型の広場である。
一章　斜床空間の変遷
□ピラミッド [Pyramid]：2560BC
□バベルの塔 [The Tower of Babel]
□ピサの塔 [The Tower of Pisa]：1173～1372
□カンポ広場 [Piazza del Campo]：1280～1350
1-1-2. 斜床の変遷
1-1. 斜床空間の概要
1525-1530~1569 / Pieter Bruegel
ベルギー /画家
1563：The Tower of Babel 
“Viennese version”
1565：The Tower of Babel 
 “Rotterdam version”
1150~1200 / Bonanno Pisano
イタリア /彫刻家
1910s：ジグザグ型
Uvo Holscher
1930s~2010：直線型
Ludwig Borchardt
1985：組み合せ型
Rainer Stadelmann
1991：内部傾斜型
Dieter Arnold
1997：螺旋型
Mark Lehner
カンピドリオ広場へと続く約 65m の長さを持つ階段状の斜路である。1538 年ごろカンピドリオ広
場はミケランジェロによって着工され、G・デッラ・ポルタによって一部変更されて完成する。
さざえ堂とは、江戸時代後期の東北〜関東地方に見られた特異な建築様式の仏堂である。堂内は
回廊となっており、順路に沿いながら観音像が配置され、党内を進むだけで巡礼が叶うような構
造となっている。会津さざえ堂は二重螺旋構造の斜路を持ち、入り口から最上階、そして出口ま
で続き、他者とすれ違うことなく巡礼を行える。
最初の立体駐車場はアメリカ、イリノイ州シカゴに 1918 年にホテルラサールのために建設され
た d'Humy Motoramp garage である。下記の図面は 1929 年頃、D'Humy Motoramp garage のデザイ
ンを使用して、その時代の典型的な立体駐車場の断面を示している。フロア間は内部斜路によっ
て自動車は上下移動を可能にする。
リンゴットはイタリア・トリノ地区に位置する。フィアット社の車両工場として建築された。工
場で完成した車は屋上までスロープで運ばれ、屋上にあるテストコースを走行する仕組みが計画
された。当時、最大の大きさを誇る自動車工場で前衛的な取り組みの一つであった。1970 年代に
工場は閉鎖されるが、1982 年に回復し、レンゾ・ピアノによって再生され、現在は大型ショッピ
ングモール、ホテルなどを含む複合施設として機能している。
一章　斜床空間の変遷
□カンピドリオ広場の階段状斜路：1690 年頃
□会津栄螺堂：1796
□立体駐車場の斜路：1918～1922
□フィアット・リンゴット [Fiat Linggot Factory]：1923
1-1. 斜床空間の概要
1922：Multi-storey car park.
Albert Kahn
1929：The Modern Multi-Floor Garage Section
1869~1934 / Giacomo Matté 
Trucco
イタリア /建築家
1475~1564 / Michelangelo di 
Lodovico Buonarroti Simoni
イタリア /彫刻家・画家・建築家
郁堂禅師
江戸後期の僧侶
ロシア・アヴァンギャルドとは 1900 年ごろ〜1930 年代初頭までのロシアの前衛芸術運動のこと。
ロシア構成主義は従来のブルジョア的芸術を否定し、ガラスや金属、木材などの工業的な材料を
用いて立体構築し、新たな時代を象徴する作品を作り出すことを目的とした。
ウラジミール・タトリンは、1919 年にロシア革命の象徴ともいうべき『第三インターナショナル
記念塔』を制作する。記念塔の高さはエッフェル塔に匹敵する 400m で、鉄とガラスで構成され
た螺旋形の鉄塔を構想し、プロレタリアートによる技術と芸術の調和と革命の理念を表している。
コンスタンチン・メーリニコフは、1925 年パリのタクシー用ガレージの計画の中で、無数のスロー
プからなるガレージを計画した。ガレージは 1000 台を収容し、スロープ上ではどこでも一回の
切り返しによって駐車が可能となる計画を生み出す。彼のガレージ作品の中には多くのスロープ
が用いられる計画がされており、建物の構成の中に斜床空間の可能性を見だす試みであることが
わかる。
1934 年、ロシア建築家のバーソルド・リュベトキンによってロンドン動物園ペンギンプールが設
計される。楕円形のプールの上に、二本の螺旋形のスロープが交錯する独特の構造を持ち、当時
の新素材であった鉄筋コンクリート建築の可能性を切り開くものであり、高い技術力を示すもの
として評価される。
1925 年にパリでタクシー用のガレージを計画する。（中略）…両端にそれぞれ二つのキャンティレヴァーを張り出させ、そ
れぞれの自重によってバランスを計る。ガレージは 1000 台を収容し、無数にスロープからなる。しかもスロープ状のどこで
も一回の切り返しで駐車ができる。（中略）…ここを昇降する車体が、往来に佇む観衆の前に眩しく光る。…（中略）…この
クリストファー・コロンブスを讃えるモニュメントが、どうすれば建築として無限の影響力を持ち得るか。それには、ここに
複数のエレメントを組み入れるしかない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「コンスタンティン・メーリニコフの建築 1920s-1930s」より
一章　斜床空間の変遷
□ロシア構成主義：1900 年頃～1930 年代初頭
□ペンギンプール [Penguin Pool]：1934
1-1. 斜床空間の概要
1920：Monument to the Third International
1925：Indoor Car Park
Project
Lubetkin’ s Penguin Pool at London Zoo. Plan
1929-1930：Central Hotel
Project
1929：Columbus Monument
Competition Project
1885~1953 / Vladimir Tatlin
ロシア /画家・彫刻家・建築家
1885 年、ロシア帝国領土にあったウクライナに
生まれる。モスクワの絵画・彫刻・建築学校で
学び、1917 年のロシア革命後は芸術学校で教鞭
を執る。彼の代表的な作品にエッフェル塔に匹
敵する「第三インターナショナル記念塔」があり、
後世の建築家・芸術家に大きな影響を与えた。
1890~1974 / Konstantin Melnikov
ロシア /建築家
1890 年、モスクワ近くの郊外のスラムに生まれ
る。1905-14 年、モスクワ絵画彫刻建築学校で
絵画を学び、1914-17 年は建築学科に進学し学
位を取得する。メーリニコフは、ロシア・アヴァ
ンギャルドの代表的人物として位置付けられる。
1901~1990 / Berthold Lubetkin
ロシア /建築家
フランク・ロイド・ライトはモダニズム建築家の一人である。彼は、シカゴのビジネスマンであっ
たゴードン・ストロングのリゾート施設の設計で初めて螺旋斜路を用いた建築を生み出した。建
物の外周部は自動車用と歩行者用の斜路に用いられ、その内部は劇場としても使われる大規模な
プラネタリウムと旅行者が利用する諸所の施設で充たされている。実施には至らなかったこの計
画ではあるが、建築全体を一本の螺旋として作り出すというこの構想は、ゴードン・ストロング・
プラネタリウムからはるか 20 年を経て最初のスケッチに着目されたソロモン・R・グッゲンハイ
ム・ミュージアムにおいてついに身を結ぶことになる。1949 年のセルフ・サービス・ガレージは
実現はしなかったものの、ライトの螺旋形への関心がうかがえる。
以下の作品は実現しなかった幻の計画も含まれるが、ライトが螺旋形斜路に大きな可能性を見出
す努力が見られる。
ル・コルビジエの建築作品には「斜床空間」は数多く用いられており、彼が提唱した「建築的プ
ロムナード」において必要不可欠な要素であると理解することができる。代表作であるサヴォア
邸（1931）では建物中央に地上から屋上にまで繋がる「斜床」が移動のためだけではなく、建物
内部を散策するための観覧席としての機能が含まれている。そして後期の建築作品のロンシャン
の礼拝堂（1955）では敷地の傾斜を内部に連続した斜床を生み出し、内と外の連続性を生み出し
ている。また晩年のプロジェクトであるストラスブール会議場（1964：Project）では扇状の斜
床が建物全体を覆う構成を計画した。そして実現したカーペンター・センター（1964）では、外
部斜路を内部に貫通させる手法を実現させた。コルビジエは斜床の可能性を広げる建築計画を多
く見ることができ、そららの作品は後世の建築家に影響を与えることとなる。
建築とは、通り抜け、またあちこちを動
き回るものでなければならない。…（中
略）…我々人間は二つの目をまっすぐに
向け、歩き回り、位置を変え、気になる
ものでもあれば自由に追い求めて、建築
適所現実の中を次々と歩いていく。人間
はそうした一連の運動から生まれる強い
感情を、再体験することになる。…（中略）
…内部烏瞰におけるサーキュレーション
（循環）の質が、生物のように建築を作
品としてまとめ上げる。建築とは、その
本質的な目的に従って組織されてゆくも
のなのである。
※「建築家の講義　ル・コルビジェ」より
一章　斜床空間の変遷
□フランク・ロイド・ライト [Frank Lloyd Wright]
□ル・コルビジエ [Le Corbusier]
1-1. 斜床空間の概要
1924：Automobile Objective and Planetariumfor Gordon Strong
Built
1948：Gift shop for V.C.Morris
Built
1949：Self-Service Garage.
Project
1943~1959：Solomon R. Guggenheim Museum
Built
1925：Villa La Roche-Jeanneret
Built
1964：Strasbourg City Hall
Project
1963：Carpenter Center at Harvard
Built
1963：Church at Firminy
Built
1931：Villa Savoye
Built
1955：La Chapelle de Ronchamp
Built
1954：Jaguar Showroom
Built
1957：Baghdad Cultural Center.
Project
1867~1959 / Frank Lloyd Wright
アメリカ /建築家
1867 年、アメリカ・ウィスコンシン州に生まれ、
ウィスコンシン大学を中退する。その後、建築家
ジョセフ・ライマン・シルスビーの事務所を勤務
後、ルイス・サリヴァンが共同設立した事務所へ
移る。1893 年には独立して自身の事務所を開所
する。
1887~1965 / Le Corbusier
スイス /建築家
1887 年スイス生まれ、フランスで主に活躍した。
近代建築の三巨匠として位置付けられる。ドミノ・
システム、近代建築の五原則など近代建築の礎を
築いた一人である。絵画、家具、都市計画など多
岐にわたって活躍した。
1963 年、クロード・パランとポール・ビリリオは新たな形の建築、都市の秩序研究を目的として
アーキテクチュア・プリンキペを創設する。彼らは二つの基本的なユークリッド空間の二つの方
向性を拒否し、立面の軸としての垂直性と永久的な平面の軸としての水平性の終焉を告げ、都市
は傾いているという「斜めの機能」の理論と実践を展開した。1963 年に設立したグループは、
1968 年に解散している。
ジャン・ヌーヴェルはクロード・パラン事務所出身の建築家である。彼の初期の作品・コンペ
[1970 年 Natural Site、1972 年 Housing Building] にはパランの影響が顕著に見られる。現在の
ヌーヴェル作品にはパランの影響は薄くなっている。しかし、2016 年フィルハーモニー・ド・パ
リではパランの影響が顕著に見られ、外部に斜床空間が連続して巻きついており、人の流れは屋
上広場にまで連続するように設計されている。フィルハーモニーは、師匠であるパランの「斜め
の理論」を反映している作品として評価される。
クロード・パランとポール・ヴィリリオが「斜めの機能」という宣言の中で提案していた理論を率直に具体化する機会となっ
た。この理論の主眼は、従来の水平のフロアや垂直の壁の代わりに傾斜したフロアを使い、人間の身体を疎外しがちな階段や
エレベーターやエスカレーターなどを排除しようというところにあった。…（中略）…ヌーヴェルとセニョールの優勝作はま
だ（若干ながら）パランの影響が認められる。それは幾つかの傾斜した壁や片持ち梁によるバルコニーなどに現れている。
※「建築文化 1966-12」より
一章　斜床空間の変遷
□アルシテクチュール・プランシプ [Architecture Principe]：1963~1968
□ジャン・ヌーヴェル [Jean Nouvel]
1-1. 斜床空間の概要
1966：Sainte Bernadette du Banlay
Built
1971：Centre Commercial de Ris-Orangis
Project
1970：Centre Commercial de Sens
Built
1970：France Pavilion , Venice Art Biennale
Built
1975：Expositons et Praticables
Built
1974：Réaménagement de la maison de Claude Parent
Built
2006：Le musée du Quai Branly
Built
1970：Natural Site Architectural Creation
Competition Project
1972：Housing Buildings
Competition Project
2016：Philharmonie de Paris
Built
1945~ / Jean Nouvel
フランス /建築家
1945年、フランスのフェメル生まれ。1966-71年、
パリのボザールで建築を学ぶ。その後クロード・
パラン事務所を経て、1970 年より独立して多く
の建築家と協働している。
1923~2016 / Claude Parent
フランス /建築家
1932~ / Paul Virilio
フランス /思想家・都市計画家
オランダ建築家レム・コールハースによる 1987 年から 1990 年代にかけて竣工、計画された作品
には多くの実験的であり挑戦的なものが多い。特に 1987 年に計画されたクンストハルでは、そ
の後の作品に影響を与えている「トラジェクトリー」概念の基盤が見られる計画が見られ、重要
な作品であると言える。クンストハルではスロープ幅を拡大した床スラブが交錯しているが、
1990 年のパーム・ベイ・コンヴェンションセンター・コンペ案ではランドスケープのような柔軟
性の高い面が特徴的な空間を生み出している。波打つ床スラブは、1992 年のジュシュー国立図書
館・コンペ案にも見ることができる。
20 世紀の教条的なスケルトンを示すコールハースのパースは、オーギュスト・ペレが描いた先駆的で概念的なシャンゼリゼ
劇場のスケルトン図面 --- ル・コルビジエのドミノ・システムの基盤となった --- と密接に関係している。コールハースはこの
ような 20世紀の教条的なスケルトンにあえて回帰することによって「自由な平面」や「フロアの積層」などの問題を再編し、
連続的な上昇運動 ---「トラジェクトリー」--- へ変容させている。（クンストハル）の螺旋を引き継ぐ「トラジェクトリー」の
空間形態はパリの街路の新しい 1断片となり人々を二つの図書館へ導いていく。　　
※「レム・コールハース /OMA　驚異の構築」著：ロベルト ガルジャーニより
コールハースがいつもそうであるように、コルビジェの作品にその先例がある。隣り合う内部と外部の斜路とオーディトリア
ムの床を形成するエデュカトリウムの傾斜したコンクリート・スラブは、ロッテルダムのクンストハルの貫通する斜路に見る
ことができる。さらに遡れば、空はコルビュジエの、ハーヴァード・カーペンター・センターからの、明らかな引用である。
多くのレヴェルを結ぶ、螺旋状の斜路を持つベルリンのオランダ大使館のキュービックな携帯は、OMAのジュシュ図書館計
画から取られており、この二つのプロジェクトも、コルビュジエのストラスブールの会議場計画に、源をたどることができる。
※「A+U 1998:09 - オランダの今　筆者：ピーター・ブキャナン -」より
ジュシュー図書館の積層における水平線方向の乱れの分析では、転換、傾斜そして不連続性が、ドミノ断面図の批判として働
くことを示している。　　　　　　　　　　　　　　　　※「Ten Canonical Buildings: 1950-2000」著：Peter Eisenman より
＜ジュシュー図書館＞は、ル・コルビジェの＜ストラスブール会議場＞から始まる斜めの床の批評性と＜フランス国立図書館
案＞や＜アガディールコンペンションセンター案＞で得られた経験の結合である。
※「レム・コールハースは何を変えたか　_言説集：ピーター・アイゼンマン」著：五十嵐太郎
一章　斜床空間の変遷
□レム・コールハース [Rem Koolhaas]
1-1. 斜床空間の概要
1989：Zeebrugge Sea Terminal
Competition Project
1987~92：Kunsthal
Built
1990：Hotel and Convention
Competition Project
1992：Jussieu Library
Competition Project
2003：Netherlands Embassy
Built
1993~97：Educatorium in Utrecht
Built
1944~ / Rem Koolhaas
オランダ /建築家
1944 年、オランダ・ロッテルダムに生まれる。
ジャーナリスト及び脚本家としての活動の後、
1972 年に、AAスクールを卒業。1975 年、エリ
ア・ゼンゲリス、ゾエイ・ゼンゲリス、マデロン・
フリーセンドルプとともにロンドンにてOMAを
設立する。その後OMAはロッテルダムに移る。
彼は自分の建築事務所OMAとその研究機関であ
る AMOの主宰であり、ハーバード大学大学院デ
ザイン学部の教授でもある。
脱構築主義者の一人であり、クロード・パランを支持した人物の一人。彼の作品には、意匠的に
斜床空間を建築に用いる事例が見られること、建築に斜床以外にも「斜め」を用いるデザインが
見られる。ベルリン・ユダヤ博物館では斜床を用いて、ユダヤの歴史を身体の経験として感じさ
せる働きを持たせ、身体感覚に影響を与える意図が含まれている。
コープ・ヒンメルブラウらは、現在はヘルムート・シュヴィツィンスキーとヴォルフ・D・プリッ
クスによって活躍する建築事務所である。
ヴォルフ・D・プリックスはパランに高く評価され、さらに彼を支持していた人物の一人でもある。
彼らはパランと共同で設計プロジェクトに取り組むなど、パランとの関係の深さがわかる。
コープ・ヒンメルブラウは、クロード・パランのように建築を解放させたいと考えている。…（中略）…「雲のように変化し、
浮遊する建築を作る事」、自分自身から飛び出し、暴力的な構造で、不確かな建築、デザイナーの推論から逃避させる建築で
ある。コンテキストのアイディアが廃棄される。博物館「クリスタル・クラウド」は浮遊する構造である。…（中略）…クロー
ド・パランはこの博物館のコンセプトをコンサルタントしました。彼はすでにコープ・ヒンメルブラウとともに、Tour 
Culture Center のプロジェクトで組んでいた。
※「Never Architecture Principe -Claude Parent, present in posterity-」より
ヴォルフ・D・プリックスは「世界は多くの人の中で、ずっと前にすでにプリツカー賞を受賞している偉大な建築家（クロー
ド・パラン）を失った。私は建築家として彼に高く評価され、常に感謝している素晴らしい友人であり支持者を失ってしまった。」
"The world has lost a great architect who, among many others, deserved the Pritzker Prize already a long time ago," said Wolf 
D Prix. "I have lost a great friend and supporter whom I as an architect appreciated and will always appreciate."
※「Dezeen -"Radical and audacious" French architect Claude Parent dies aged 93-」より
□ダニエル・リベスキンド [Daniel Libskind]
□コープ・ヒンメルブラウ [Coop Himmelb(l)au]
1-1. 斜床空間の概要
1999：Jewish Museum Berlin
Built
1999：Jewish Museum Berlin
Built
2014：The Musée des Conﬂuences
Built
2007：BMW Welt
Built
1946~ / Daniel Libskind
ポーランド /建築家
1946 年、ポーランド生まれ、1965 年に米国国
民となる。1970 年、クーパー・ユニオンに置い
て建築の学位を取得後、1972 年に建築史および
建築理論の修士課程をエセックス大学において修
了。1990 年、ユダヤ博物館の設計競技に一等入
選したことにより、ベルリンに事務所を開所する。
Coop Himmelb(l)au
（左）1944~/
ポーランド /建築家
1944 年、ポーランドに生まれ、オー
ストリアのウィーンで育つ。ウィー
ン工科大学、AAスクールで建築を
学んだ後、1968 年コープ・ヒンメ
ルブラウを設立する。
（右）1942~ / Wolf D Prix
オーストリア /建築家
1942 年、オーストリア・ウィーン
に生まれ、ウィーン工科大学、ア
メリカの南カルフォルニア建築大
学（SCI-Arc）、ロンドンの英国建築
協会付属建築専門大学（通称 AAス
クール）で建築を学ぶ。
ザハ・ハディドは脱構築主義者であり、クロード・パランを支持した人物の一人である。彼女の
作品には斜床を多数設けた建築が多い。特に 2005 年 , サイエンス・センターではランドスケー
プのような斜床を建築内部に用いるなど、実践的に斜床を用いていることがわかる。
日本の建築家、青木淳は 1990 年代後半、様々な斜床を用いた建築作品を生み出している。当時、
青木淳が提唱していた「動線体」の概念が反映されている。また螺旋に対して、「螺旋という形
は上下方向の差異、偏差を作るし、方向も作るということで自然に選んだ形」というように「動
線体」概念においてもってこいの形態であった。この後、青木の「動線体」の概念は「原っぱ」
へと変化していく。
青木淳もまた、コールハースの図式を習得し実作で試していた。青木は、当初「動線体」という概念を提出していた。動線体
とは道のように繋がっているワンルームの事だが、これはコールハースが 1992 年に完成させた＜クンストハル＞や＜ジュ
シュー図書館コンペ案＞に素早く反応したものだろう。…（中略）…また、動線体の集大成的作品である＜潟博物館＞も、コー
ルハースの＜ゼーブルグのフェリーターミナルコンペ案＞を彷彿させるものだった。
※「レム・コールハースは何を変えたのか　p218-219」著：五十嵐太郎より
螺旋は、＜FUKUSHIMA LAGOON MUSEUM＞、＜MITSUE PRIMARY SCHOOL＞、＜Z＞などで用いられている。「螺旋という形
は上下方向の差異、偏差をつくるし、方向もつくるということで自然に選んだ形だったのです」という言葉に表れているよう
に、理性による分節を回避しながら、身体の様々な方向への無目的な移動を保証するには螺旋はうってつけの形態だったので
ある。　　　　※「青木淳  COMPLETE WORKS　論理は建築のために、建築は論理のために /保坂健二郎」著：青木淳より
歩行者と自動車の複数の動線が、人工地盤のランドスケープ上や建物内部を通り抜けるように引き込まれ、移動経路の接点を
効果的に構成している。…（中略）…様々な展示風景を斜めに見渡せるように、建物内部のオープンな展示スペースにクレー
ターのような人口のランドスケープが作られる一方、突き出たヴォリューム部分には科学センターの他の機能を収容している。
※「ZAHA HADID  ：GA」著：GAより
「クロード・パランはもっとも根本的で大胆なヴィジョンを持った建築家の一人であり、建築における直交性に対して自然の
領域へと質問し、発明の核として傾いた平面を提案し、驚くほど肥沃な代替案の基礎を提唱しました」とザハはいう。
"Claude Parent was one of architecture's most radical and audacious visionaries; audacious enough to question orthogonality 
as architecture's natural realm, and propose the tilted plane as the engine of invention and surprisingly fertile basis of an 
alternative architectural scenario," Zaha Hadid told Dezeen.
※「Dezeen_"Radical and audacious" French architect Claude Parent dies aged 93」より
一章　斜床空間の変遷
□ザハ・ハディド [Zaha Hadid]
□青木淳 [Jyun Aoki]
1-1. 斜床空間の概要
2000-2005：Phaeno Science Center
Built
1998-2009：MAXXI：Museum of XXI Century Arts
Built
1997：Lagoon Museum
Built
1998：Mitsue Primary School
Built
1997：House Z
Project
1950~2016 / Zaha Hadid
イラク /建築家
1950 年、イラク・バグダード生まれ、1971 年
ベイルート・アメリカン大学で数学学士取得後、
AAスクールで建築を学び、主席で卒業。その後、
OMA所員として、レム・コールハースとエリア・
ゼリゲリスと共に、AAスクールで教鞭を執り、
1987 年に自身の事務所を開所する。
1956~ / 青木淳
日本 /建築家
1956 年、神奈川県横浜市に生まれ、東京大学工
学部を修了。1982-91 年まで磯崎新アトリエに
勤務、1991 年自身の設計事務所を設立。
□「動線体」を考える５つの条件
１：内部にも外部にも、「つなげられる
もの＝目的地」を持っていないこと
２：その機能が、そこでの活動によって
事後的に生じないこと
３：いくつかの動きを内包したものであ
ること
４：最低一つの動きが外部に開かれてい
ること
５：動きの配線が外観を決めていること
1988 年にベン・ファン・ベルケルとカルリン・ボスによって開設された UN スタジオは、建築や
都市開発、インフラ事業に特化した活動を展開している事務所である。彼らの作品の中には「ツ
イスト」[The Twist] と呼ぶ手法があり、2006 年のメルセデス・ベンツ・ミュージアムや 2016
年のアルンヘム中央交通ターミナルなどでその概念が実現される。
スノヘッタは 1989 年よりノルウェーを拠点にしている国際的な建築、ランドスケープ・アーキ
テクチュア及びインテリアの事務所である。建築とランドスケープを一つの設計プロセスの中に
置き換えるアイデアの下、事務所が始まり、現在では 120 人の建築家、ランドスケープ・アーキ
テクトが各地でプロジェクトを手がけている。彼らの設計アプローチは、建築をランドスケープ
の一部、そして身体の一部のように設計することである。彼らの作品は、大地や山をイメージさ
せるようなでデザインが見られ、それらに共通するように、斜床空間が多数見ることができる。
「The Twist」は単なる彫刻要素や美しい造形、運動を表現しているように見えるかもしれない。それらを満たしながらもその
核は動きによって建物に大きな影響を及ぼし、広範かつ多様な効果を建物内部に生み出すことにあります。[The Twist] は、
建築要素がその独自の機能を洗練された様々なレベルに引き出すことが期待される伝統的な構造の概念から大きくかけ離れて
いる。数学的モデルから最小限の面によってつながりを持たせることが特徴である。このダイナミズムは、一つの面から空間
を囲み、完全に別のものから包括され、永続的に「中間」状態になることが明らかである。
※「UNStudio Knowledge matters」著：Ben van Berkel & Caroline Bos より
Snohétta のアプローチは、建築を複雑な景観として、あらゆる次元の環境として、また身体の一部になるように設計するこ
とである。…（中略）…Snohétta は Architecture Principe に気づいていない。しかし、オスロオペラハウスは、斜めの機能
の理論に完全に触発されているようである。オペラハウスは、それが置かれている都市部の最初の変容的要素を構成している。
※「Never Architecture Principe  -Claude Parent, present in posterity：Béatrice Simont-」著：Frédéric Migayrou より
一章　斜床空間の変遷
□ユー・エヌ・スタジオ [UNStudio]
□スノヘッタ [Snøhetta]
1-1. 斜床空間の概要
2006：Mercedes Benz Museum
Built
2007：Villa NM
Built
2015：Arnhem Central Transfer Terminal
Built
2008：The National Opera House in Oslo
Built
2015：National Gallery and Ludwing Museum
Competition Project
2007：Surpentine Gallery Pavilion
Built
2012-：Busan Opera House
Underconstruction
2013-：Lascaux IV Caves Museum
Underconstruction
Snøhetta
（左）1961~ / Craig Dykers
ドイツ /建築家
1961 年ドイツ、フランクフルト生まれ、1985
年にテキサス大学オースティン校建築学科を卒業
する。1989 年よりスノヘッタを創設する。
（右）1958~ / Kjetil Trædal Thorsen
ノルウェー /建築家
1958 年ノルウェー、カルム島生まれ。オースト
リアのグラーツで建築を学び、数々の事務所をへ
て、1989 年よりスノヘッタを創設する。
UNStudio
（左）1957~ / Ben van Berkel
オランダ /建築家
AAスクールに学び、1987 年、優等で AAを卒業。
1988 年、アムステルダムでカロリン・ボスと共
に建築設計事務所を開設。
（右）1959~ / Caroline Bos
オランダ /建築家
1988 年にベン・ファン・ベルケルとともに事務
所を設立。ヴェネチア芸術学校、ロッテルダムの
ベルラーヘ・インスティテュート、プリンストン
大学にて客員教授を務める。
MVRDV は、ヴィニー・マース、ヤコブ・ヴァン・リー、ナザリー・ド・ヴライの三人よって 1991 年
に設立。マースとヴァン・リーは OMA に勤務を経験しており、二人は OMA で担当したプロジェク
トはジュシュー図書館である。MVRDV の作品には「傾斜して折りたたまれた連続的なスラブ」が
用いられることが多い。それらはプロジェクトによって機能は異なるが、屋外を内部へと拡張さ
せ、中間的な性質の空間を作り出している。Leidschenveen Town Centre（1997：Project）では
自動車の駐車場として斜床を用い、その上に街が形成される計画である。そして Brabant 
Library（2001：Project）では、螺旋状のタワーに駐車場、図書館が配置され、その間を電車が
通る計画である。このように、多様なプログラムを斜床を用いることで、内外の中間的な性質の
空間を作り出そうとしていることがわかる。そして竣工した作品 Villa VPRO（1997）では、ラン
ドスケープのような傾斜スラブを用いることで中間的な性質を持つ空間を実現している。
MVRDVは、傾斜して折りたたまれた連続的なスラブをよく用いる。多くのプロジェクトに繰り返し現れるそのモチーフは、
ランドスケープを拡張するスラブであったり、大地の上に持ち上げられた第二のランスケープであったりする。これらのスラ
ブはまた、屋外のあるものを屋内へと持ち込み、屋外と完全な屋内との間の、中間的な感覚をもたらす空間を作り出している。
※「A+U 1998:09 - オランダの今　筆者：ピーター・ブキャナン -」より
一章　斜床空間の変遷
□MVRDV
1-1. 斜床空間の概要
1993：Church in Barendrecht
Project
1997：VILLA VPRO
Built
2007：Chengdu Centre for the Arts
Project
2011-：China Comic and Animation Museum
Underconstruction
1997：Leidschenveen Town Centre
Project
2001：Brabant Library
Project
1994：Sloterpark Pool
Project
MVRDV
（左）1959~ / Winy Maas
オランダ /建築家
ヴィニー・マースは 1959 年、オランダ、スフェ
ンデルに生まれる。RHSTL ボスコープでランド
スケープ・アーキテクチュアを学び、デルフト
工科大学で建築と都市計画を学ぶ。その後、
1990-93 年まで OMAに所属し、1993 年に
MVRDVを設立する。
（中）1964~ / Jacob Van Rijs
オランダ /建築家
ヤコブ・ヴァン・リーは 1964 年、アムステルダ
ムで生まれる。デン・ハーグ自由アカデミー、
デルフト工科大学で建築を学ぶ。ファン・ベル
ケル・アンド・ボス、1990-93年OMAなどを経て、
現在に至る。
（右）1965~ / Nathalie de Vries
オランダ /建築家
ナザリ ・ード・ヴライは 1965 年、オランダ、アッ
ピンケダム生まれ。デルフト工科大学で建築を
学ぶ。メカノーなどを経て、現在に至る。
SANAA は日本の建築家、妹島和世と西沢立衛による建築事務所である。彼らの作品には、三次曲
面を用いた柔らかな床スラブの建築空間が実践されている。2010 年のロレックスラーニングセン
ターでは、ほぼ全ての床が等高線で湾曲し、仕切りを作らない一つのワンルームを設計した。
藤本壮介によるプロジェクトの中に、「移動」をテーマとした作品が所々に見られる。[2010 年：
Nube Arena][2011 年：Beton Hala Waterfront Center] などは人の流れを求心的な形態へと落と
し込み、さらにそれらを構成する多様な斜路が建築を作り出している。斜路のみの建築構成を、
計画している動きがあることから、「斜床建築」を生み出す一人と言える。
Rolex Learning Center：2010
スロープの導入を妹島氏は「外のキャンパスからの動きの連続として、それが中断されることなく入り口から中に続き、また
中でもやわらかい斜面を登って自然にレストランに着いたり、図書館に着いたりする。同様に建物の外にも自然な動きで出て
行ける、いわば『有機的な動きの連続性』を目指したからだ」と言う。
「自然の中では、谷や湖畔に村ができるように地形によって住む場所が分けられている。ここでもその地形による住み分けの
方法が使えるのではないかと思った」と西沢は言う。
軽井沢千住博美術館：2011
西沢は「地面の高低差があったので、それを自然につなげようと思ってカーブした傾斜床ができました。また、勾配屋根が求
められていたことから、どうせ勾配屋根を付けるなら、切妻屋根のような形を乗っけるのではなく、勾配屋根のような形を載っ
けるのではなく、勾配屋根というものを空間的多様性に結びつけていけないかと考えました。そこでも三次曲面の方が自然だ
と思えたのです。」
Beton Hala Waterfront Centre[2011]：人の流れを分析していく中で、人の流れそのものを建築にするというアイディアが生
まれた。それはとても急進的な中心にいながら、同時に様々な方向への流れを生み出す多様性を併せ持つ。（中略）人の流れ
が路を作り、路の積層が建築となり、建築が人の流れを作り出す。　
Nude Arena[2010]：二重螺旋で上昇するスロープが中央のヴォイドを取り巻き、立体的な劇場の構造を作り出す。（中略）ス
ロープは都市から連続するエントランスであり、ホワイエであり、また積層する客席の一部でもあり、また上部では展示スペー
スやギャラリーでもある。完結性と開放性、求心性と拡散性を併せ持った空間。　　 
※「Sou Fujimono architecture work」著：藤本壮介より
一章　斜床空間の変遷
□サナア [SANAA：Sejima and Nishizawa and Associates]
□藤本壮介
1-1. 斜床空間の概要
2009：Hyundai Card Hall
Project
2010：Nube Arena
Project
2011：Beton Hala Waterfront Center
Project
2010：Rolex Learning Center
Built
2011：Hiroshi Senju Museum Karuizawa
Built
SANAA
（左）1974~ / 西沢立衛
日本 /建築家
1974 年、日本神奈川県に生まれる。横浜国立大
学工学部建築学科、同大学修士課程を修了後、
1995 年、妹島和世と共に SANAA を設立する。
1997 年、西沢立衛建築設計事務所を設立する。
現在、横浜国立大学大学院 Y-GSA 教授。
（右）1956~ / 妹島和世
日本 /建築家
1956 年、日本茨城県に生まれる。1979 年、日
本女子大学家政学部住居学科卒業、1981 年同大
学を修了。1987 年に妹島和世建築設計事務所を
設立。1995 年、西沢立衛と共に SANAA を設立
する。
1971~ / 藤本壮介
日本 /建築家
1971 年、日本、北海道生まれ。1994 年、東京
大学工学部建築学科卒業。2000 年に藤本壮介建
築設計事務所を設立。京都大学、昭和女子大学非
常勤講師、東京大学特任准教授を経て、現在に至
る。
FOA は OMA 出身のアレハンドロ・ザエロ・ポロとファシッド・ムサヴィの二人が 1995 年にロンド
オンに設立した事務所である。彼らは、床を再構成する必要性を設計に反映させたアプローチを
導く。横浜国際客船ターミナル（2002）では、巨大な人工景観を作り出し、都市空間の延長とし
ての公共空間の役割を果たしている。建物は織り込まれた面として設計され、内部と外部が連続
して存在し、人の流れを多方向に循環するための空間を提供している。
BIG はコペンハーゲンとニューヨークに拠点を置き、建築、都市計画、研究、開発の分野で活躍
する建築家、デザイナー、建設者、思想家のグループである。BIG の建築は、現代の生活がどの
ように絶えず進化し、変化するのかについての入念な分析から生み出される。例えば、フォルム、
機能、敷地、動線、方位、光、空気、素材といった建築における根本的な要素への解答などである。
彼らの作品にも、斜床空間は多く見られる。パビリオン、美術館、展望台、橋梁、広場、スキー
場など様々な建物に対して斜床空間を用いている。
つなげられて切れ目のない階は離れた領域として扱われる代わりに、同じ構成の領
域の一部として織り込まれており、建築家のかつての師であり雇い主でもあったレ
ム・コールハースの影響をいわば最も顕著に表していると考えられる。　　　
※「世界の現代建築」　著：Rob Gregory より
The Pin[2012]：プログラムは一本の連続した直線として組織されている。プログラムの構成要素の分離は
壁面によってではなく、柔らかいスロープによって行われる。各構成要素の間で垂直方向にどこまでも伸び
る物理的障壁がないのはそのためである。（中略）空間は賃貸区画内で調整される。イベントに必要な規模
と種類に応じて、空間を適切に分割して割り当てることができる。
Skuru Parkbridge[2012]：歩行者と車を新たに結びつけ、動植物を含めた自然とインフラが共存する新しい
携帯への探求が模索された。（中略）…この人工のランドスケープは、ベビーカーや車椅子の利用者といっ
た全ての歩行者の利用に加え、動植物が最も活動しやすいように配慮して設計されているのが特徴である。
※「BIG Recent Project」より
一章　斜床空間の変遷
□エフ・オー・アーキテクツ [Foreign Oﬃce Architects：FOA]
□ビャルケ・インゲルス・グループ [Bjarke Ingels Group：BIG]
1-1. 斜床空間の概要
2002：Yokohama International Terminal
Project
FOA
（左）1963~ / Alejandro Zaera-Polo
スペイン /建築家
1963 年、スペイン・マドリードに生まれ、マドリー
ド建築大学、ハーバード大学大学院で建築の学位
を取得する。1991~1992 年、OMAで勤務。彼ら
は 1993 年から AAスクールで教鞭を執る。
（右）1965~ / Farshid Moussavi
イギリス /建築家
1965 年、イランに生まれ、イギリス国籍を持つ。
ハーバード大学大学院、ロンドン大学大学院で
建築の学位を取得し、1998 年、レンゾ・ピアノ・
ビルディング・ワークショップに勤務。1991~
1993 年、OMAで勤務。
2008：Danish Pavilion
Built
2012：The Pin
Project
2012：Skuru Parkbridge
Project
Audemars Piguet Museum
Underconstruction
2013：Gammel Hellerup Gymnasium
Built
2013：Danish National Maritame Museum
Built
1974~ / Bjarke Ingels
デンマーク /建築家
1974 年、デンマーク・コペンハーゲン生まれ。
バルセロナ建築大学で学び、OMAに勤務し、建
築事務所 PLOT を共同設立後、2005 年に BIG を
設立。
運搬性 象徴性 眺望性登攀性
ヴィラ・サヴォア
Corbusier
リンゴット
Trucco
運動性
ペンギンプール
Lubetkin
バベルの塔
Bruegel
ピラミッド
前項では斜床の始まりから、現在までの変遷を整理した。
斜床空間の歴史を遡ると古代エジプト時代から始まるとされている。そして時代の変化に合わせ
て、絵画や駐車場、動物園、住宅など様々な用途に用いられることになり、斜床の用途や役割は
開発されてきた。斜床は、様々な用途で用いられ、開発されていることが指摘できる。
一章　斜床空間の変遷
1-2-1. 斜床機能の発達
1-2. 斜床空間の発達
L. コルビュジエ C. パラン
Z. ハディド D. リベスキンド C. ヒンメルブラウ
MVRDV B.Ingels(BIG) FOA
青木淳 妹島和世（SANAA） 西沢立衛（SANAA） 藤本壮介
R. コールハース J. ヌーヴェル
L. コルビュジエが「建築的プロムナード」としての斜床空間を提唱したのち、パランらの「斜め
の理論」が提唱された。L. コルビュジエ晩年の作品はこれまで用いられた斜路よりも幅が広い斜
路が計画され、R. コールハースはそれらの作品を引用し、クンストハル [1992.Kunsthal] やエデュ
カトリウム [1995.Educatorium]、ジュシュー図書館案 [1992.Jussieu Library] へと斜床空間を
発展を試みている。さらに R. コールハースの事務所に勤務した MVRDV、B. インゲルス、FOA など
の建築家らの作品にも影響が見られる。さらに日本の建築家らにも作品への影響が読み取れる。
パランが直接的に影響を与えた人物は彼の事務所に勤務していた J. ヌーヴェルであり、初期プ
ロジェクトからパランの影響が顕著に現れ、近年は斜床を用いた作品を実現させている。さらに
「斜めの理論」は、Z. ハディド、D. リベスキンド、C. ヒンメルブラウなどの建築家たちに大きな
影響を与えた。パランは L. コルビュジエや R. コールハースと同様、斜床空間の開発者の一人と
して位置付けられることを示した。
[ 参考文献 ]
・レム・コールハースは何を変えたか　_言
説集：ピーター・アイゼンマン
　著者：五十嵐太郎
・A+U 1998:09 - オランダの今　筆者：ピー
ター・ブキャナン
・Dezeen
・「世界の現代建築」　著：Rob Gregory
・建築文化 1966-12
・Never Architecture Principe
一章　斜床空間の変遷
1-2-2. 斜床建築と建築家の相関
1-2. 斜床空間の発達
1963,Carpenter Center
1992,Kunsthal
1989,Zeebrugge Sea Terminal
1995,Educatorium
1990,Hotel and Convention
1995,Jussieu Library
2003,Netherlands Embassy
1970,Natural Site Architectural Creation
2006,Musée du Quai Branly
1972,Housing Buildings
2016,Philharmonie de Paris
1964,Strasbourg City Hall
2005,Phaeno Science Center 1999,Jewish Museum 2014,Musée des Confluences
1997,VILLA VPRO 2008,Danish Pavilion 2002,Yokohama International Terminal
1997,Lagoon Museum 2010,Rolex Learning Center 2011,Hiroshi Senju Museum Karuizawa 2011,Beton Hala Water Center
1966,Saint-Bernadette of Banlay
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二章　「斜めの理論」の整理
本章は、クロード・パラン、ポール・ヴィリリオらが提唱した
「斜めの理論」についての概要と彼らの作品から、
理論の視点を整理することを目的とする。
クロード・パランとポール・ヴィリリオは 1963 年に相互の友達であった画家のミッシェル・カラ
ジ [Michel Carrade] が主催した夕食会で出会った。ヴィリリオは 1952 年パリでガラス製造工房
でステンドグラスの絵描きとして働いており、ポール・ボニーのガラス製造ワークショップの幾
つかの経験をしていた。彼はステンドグラスの絵描きとして働きながら、マティスやブラックな
どの芸術家らによる図面の制作をしていた。彼はまた、アートギャラリーの芸術監督であったと
同時に、形態の心理学研究や、第二次世界大戦の軍事建築の「考古学」研究を行いました。そし
て 1975 年に彼は「Bunker Archeologie」という研究本を出版した。
一方、パランの思考は、近代的なプランに対する批判に焦点を当てていた。この二人の偶然の出
会いはパランが Drash ハウスを設計している間に起きる。パランの破壊で不安定、空間の張り出
しなど幾つかの住宅は、建築の「不安定感」と「動き」に狙いがあった。パランは以前のエーリッ
ヒ・メンデルスゾーン [Erich Mendelsohn] が設計したアインシュタイン塔での経験で不穏な感
覚を獲得し、移動などの建築開発に挑戦していた。彼はまたアンドレ・ブロク [Andre Bloc] が
創設したエスパス・グループによって行われた研究に非常に関与していた。その中で彼は多くの
芸術家たちと交流を深め、建築と芸術の統合を狙ったプロジェクトにも参加した。この夕食後に
実りの多い５年間を彼らは迎える。1963 年の終わり、パランとヴィリリオ、そして画家のカラジ
と彫刻家 Mirice Lipsi らがアルシテクチュール・プランシプ・グループ設立し、彼らの「斜め
の機能」としての理論を体現した教会も誕生した。
1968 年にアルシテクチュール・プランシプ・グループ [Architecture Principe Group] は解散し
たが、ヴィリリオは 1969 年にパリの建築大学の教授として彼の理論を教えるようになり、1973 年
まで勤めた。パランは張り出しや破壊、不安定な空間的な経験の追究を続けた。
第二章　「斜めの理論」の整理
□グループ結成の経緯
□クロード・パランの経歴
2-1-1. アルシテクチュール・プランシプ [Architecture Principe]（建築原理）
2-1. 建築家クロード・パラン
1923~2016 / Claude Parent
フランス /建築家
1932~ / Paul Virilio
フランス /思想家・都市計画家
Architecture principe 
1966 and 1996
著者：Claude Parent
　　：Paul Virilio
出版年：1966 年
年号 年齢 出来事
1923 0 1923年2月26日、ヌイイ・シュール・セーヌ、フランス生まれ。
1939-1942 16-19 エコール・デ・ボザールに就学、トゥールーズ。
1945 22 兵役、トゥールーズ。
1947-1951 24-28 エコール・デ・ボザールに就学、パリ。
1953 30
ル・コルビュジエのスタジオへインターンシップ、パリ。建築事務所「パラン-シャイン」を孤独だった
シャインとの間で設立。
1951 28 アンドレ・ボロックにあう。彼は建築雑誌『L'Architecture d'Aujourd'hui』の創設者。
1956 33 パリに彼自身の建築事務所を設立。
1958 35 （1974年まで）「 L'Architecture d'Aujourd'hui」に努める。アーティスト集団Espaceに混じる。
1959 36 アンティーブにアンドレ・ボロックのための家を設計。
1963 40
ベルサイユにDrush house、ボワルソワにVilla Bordeaux le Pecqを竣工。
Paul Virilioと画家のMichel Carriedと彫刻家のMorice Lipsiで「 Architecture Principe」を設立。
1964-1966 41-43
ヴィリリオとヌヴェールにSainte Bernadette du Banlayを竣工。ヴィリリオと「斜めの機能」のマニフェ
ストを始動。
1962 39 パリの国際大学でイランパビリオンをAndre Blocとイランの建築家のForoughi et Ghiaiと建設。
1968-1970 45-47 センズの「Goblet-Turpin」貿易会社のためのスーパーを実現。
1970 47 Neuilly sur Seineに画家Beleaguerのための第一の斜めのアパートが竣工。
1974 51 Neuillyに「斜めの原理」によって自身の家を開発。
1974-1984 51-61 EDFのための核発電所の建築モデル開発、初めての公共建築、そしてCattenomとChoozの工場で働く。
1974-1991 51-68 パリで「斜めの機能」を用いたCarre Silvia Monfort theaterのデザインは消防署によって拒否される。
2000 77 ヌヴェールBernadette Banlay教会は歴史的建造物に指定される。
2006 83 アカデミア・デ・ボザールの研究所のメンバーとなる。
2010 87 「Commander of the Legion of Honor」を受賞。
2011 88 センズ商業センターが歴史建造物にデザインされた。
2010 87
ジャン・ヌーベルによってパリでクロードパランの[Cite de Architecture et du Patrimoine]回顧展が開か
れる。
2014 91 リバプールビエンナーレ展、1970年ビエンナーレを再訪。
2016 93 1923年2月26日、ヌイイ・シュール・セーヌ、フランスで亡くなる。
クロード・パラン、ポール・ヴィリリオによって 1964 年に提唱された「斜めの理論」は、傾いた
平面状に人間の生活を定着させることを目的に、「斜床」による建築の新しい空間支配の可能性
について彼らが書き出したものである。彼らは、その中で二つの基本的なユークリッド空間の方
向性に対して拒否し、立面の軸としての垂直と永久的な平面の軸としての水平性の終焉を告げ、
第三の空間として「斜め」を説いている。
パランらが提唱した「斜めの理論」は大きく 5つの視点（斜めの都市計画・斜めの構造・斜めの
機能・斜めの角度・斜めの敷地）に分けることができる。
本稿では「斜めの理論」の中で、パランらの述べた論述やスケッチを踏まえて各視点について要
約し、考察することを目的とする。
第二章　「斜めの理論」の整理
2-2-1.「斜めの理論」の概要
2-2.「斜めの理論」の視点
Architecture principe 
1966 and 1996
著者：Claude Parent
　　：Paul Virilio
出版年：1966 年
斜めの理論
斜めの都市計画 斜めの構造 斜めの機能
登攀可能 交通と居住の統合 連続性・流動性 内部空間の最大利用 身体感覚の覚醒 家具の再定義
斜めの角度 斜めの敷地
パランとヴィリリオは近代都市計画に対して批判を行い、そして今後来るであろう新たな都市、
そして空間支配について「斜めの機能」の理論を展開する。コルビジエによってもたらされた垂
直的都市計画の「居住と交通」という着眼点から批判を行い、彼らの考える新たな都市「斜めの
都市」を提案している。
ヴィリリオは次のように、水平都市と垂直都市を理解しており、水平と垂直ではなく、空間と時
間を巻き込む運動に対する「第三の建築空間の可能性」を主張した。
水平的都市→農業社会＝フランク・L・ライト「ブロードエーカーシティ」
垂直的都市→工業社会＝ル・コルビジエ「輝く都市」
斜めの都市→今後来るべき情報化社会への適用
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□斜めの都市 [The Oblique City]
2-2-2. 斜めの都市計画
2-2.「斜めの理論」の視点
0 15 30 45 60 75 90
1965：The City of Oblique
Claude Parent & Paul Virilio
1930：La Ville Radieuse
Le Corbusier
1932~：Broadacre City
Frank Lloyd Wright
村落が地面を征服すべく展開された水平性を表し、それを破るのが聖域や城塞の代表する垂直性への憧れだけだったとする
なら、都市は社会征服を目指す垂直性の連なりでしかない。（中略）垂直方向が、立面の軸であることをやめ、水平方向が永
続的な平面であることをやめ、むしろ新しい都市秩序創造のための全必要条件を満たしてくれ、そして建築言語の完全な再
発明を可能にしてくれる、曖昧な軸と傾いた面こそが重要というのを歴史的事実として受け入れる緊急の必要性に直面させ
られたとしたなら、建築における第三の空間の可能性として、それ本来のものとして理解されなければならない。
※「アーキ・ラボ－建築・都市・アートの新たな実験 1950-2005－　クロード・パラン　p108」より
◆水平的都市＝ブロードエーカーシ
ティ [Broadacre City]
（1932,1945,1958）
…都市の中心部から工業的な要素を完
全に取り除き、開発された都会の空間
を田舎の空間へと置き換えた。ブロー
ドエーカーシティでは、各家庭は１エー
カーの土地を与えられ、大きな村でも
人口は１万人以内に収めている。誰も
が必要な水や電力は個人所有にはしな
い。広々とした美しい風景の見える道
路、公共サービスステーションがあり、
農場、工場、学校、住居、レジャーエ
リアなど多様なユニットに分かれ、生
産、分配、自己改善の場、レジャーを
家から半径 150 マイル以内の中でまか
なうことができ、車や飛行機で往復を
簡単に素早くできる。　
◆垂直的都市＝輝く都市 [La Ville 
Radieuse]（1930）
…コルビジエは人口過密で環境の悪化
する近代都市を批判し、自身が提唱し
た理想都市構想。高層ビルを建設し、
オープンスペースを確保し、街路を整
備して、自動車道と歩道を分離、それ
に基づいて都市問題の解決を図ろうと
している。
パランはコルビジエの有名はクロッキーを、収容面積は戸建て住居となんら変わりのないもので
あり、タワーの場合にはその土地が完全に整備されてしまうことに対して批判する。垂直的住居
が集中化した場合、密度に応じて周囲の領域を拡張する必要があり、使用する居住面積が内部か
ら侵食され、より交通のための共有空間に覆い隠されると述べている。またパラン 1933 年の
CIAM（近代建築国際会議）第四回大会での都市の機能を「居住・労働・余暇・交通」と定義した
ことに対して批判をしている。都市の機能を「交通」を第一と位置付けてしまったこと、そして
都市における「居住」が後になってしまったのである。その「居住」と「交通」はイコールでは
なく、居住のヒエラルキーは優位に保たれるべきとパランは考えており、コルビジエの垂直的建
築は病んだ水平都市に対しての一時的な応急処置として位置付けている。
斜めの理論野中で、パランはコルビジエの垂直住居に対する批判も行なっている。垂直住居・建
物に対する批判の視点は以下の５つに整理することができる。
・空間の堆積であり、空間の浪費をしている点
・各住居が孤立している点
・強制誘導としての廊下とエレベーター
・他の住棟への移動には一階を往復する点
・ファサード面の使用ができない点
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□水平的垂直都市に対する批判：クロード・パラン
□垂直住居に対する批判：クロード・パラン
□間接都市：ポール・ヴィリリオ
2-2.「斜めの理論」の視点
コルビジエ「輝く都市」に対する批判
垂直住居のスケッチ
垂直住居の批判
実際 1930 年以来、二次元の水平都市はもはや機能しておらず、旧い歩行網を大きく開作したり、自動車によって距離が短縮
されたところで、そう長くは機能しないだろうと一部の建築家や都市計画課は確信しており、18世紀の啓蒙精神に属する集
産主義的な考えに失着した結果、都市における第三の次元の活用を提唱したのだ。…（中略）…垂直的建築の身振り、その
ふてぶてしい象徴主義、そして高さを開かず希求する精神は、あらゆる反省の試みを払いのけ、都市毛を破綻させるのに十
分に強力なイデオロギー的潮流を容易に生み出してしまう。水平的都市は、適正な限界を超えた自らの構造の膨張に喘ぎ、
垂直的都市は都市組織の崩壊によって憤死するのだ。　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p15」より
垂直的集中化は開発される土地のいかなる削減ももたらさない。ただ異なる仕方で開発されるだけだ。土地収用の仕方は変
わるが、収容面積が変わるわけではない。タワーや垂直的建物は、その基底において、あらかじめ開発されていた空間まで
ことごとく整備室尽くすことを要求する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p18」より
戸建て住居の専有面積：T
同じ収容能力のタワー専有面積：t
上：t は Tよりも小さくはない。
下：実際にはタワーと戸建て住宅は同じ面積 T
を必要とする。
垂直的建物は、暗くて非社会的な機械化された垂直壕であるエレベーターという内部垂直動線によって使用可能な空間を分
配する。エレベーターが回収という機能を電気の力によって果たしているというのも予見不能で不条理なことだ。（中略）…
分配された空間自体も、分割され、孤立し、宙に浮いたバルコニーのガラス張りの表面しか外部との関係を持たないことに
なる。垂直的構造は空間を孤立させ、浪費を是認していることが理解されよう。　　　　  ※「斜めにのびる建築　p51」より
『垂直なものを立ち上げることには三つの可能性しか残されていない。１）上に高くすること。２）横に長くすること。３）
位置をずらすこと、である。地面を斜めに隆起させることで、その傾き具合とそれらの数え切れない組み合わせによって可
能性は広がっていくだろう。それゆえ、地面に対して、今日的な集中による都市の密集や垂直方向へ積み重ねていくことに
よる蓄積を狙いとすることは、もはや問題ではない。移動できると同時に居住可能でもある間接的構造体を実現しなければ
ならない。それは、引っ張られ、折りたためれ、地域の上部や土地の生活軸上に広がって展開する。それは時間と民衆の必
要性に応じて使用できる層を形成するものとなるだろう。こうして、「克服する」ことと「解き放つ」ことが、新たな都市計
画の基本概念として立ち現れるのだ。物理的限界の様々なレベルが増大し、疎外感が共通の危機となった時、私たちは住民
のため、斜面、湾曲、またトポロジカルな散策によって、最大限に空間の活用の可能性を発展させねばならない。
　　　　　※「アーキ・ラボ－建築・都市・アートの新たな実験 1950-2005－　ポール・ヴィリリオ　p112」より
斜めの構造は、これまでになかったドミノ・システムに対するパラン・ヴィリリオの考える、斜
めの理論における、第一の視点である。水平性、垂直性の空間開発が失敗していると批判し、新
たな空間開発の一歩として、斜めの構造を提案している。斜めの構造は、上下移動を可能にする
唯一の構造であり、新たな建築空間、都市を創出する構造であると述べる。下記に記す文章は「斜
めの構造」に対する彼らの言説を記した。
住居の循環 [Habitable Circulation]
…一般的な居住の内部空間「Micro-Getto」は、斜面へと変換されることによって自由に平面を
渡り歩くことができるようになる。インテリアは歩行可能なものとなり、風景の中に溶け込む。
静止したパーテーションや家具などは人の動きの中に溶け込んで、消えてしまうだろう。家具は
密接に表面に取り込まれると、ボリューム、素材、色を通して、地上の多様化の手段となり、人
間の動的な動きを共有する。人間には次の二つがサポートされる。
・第一段階：自然に見落としてしまう。　・第二段階：家具は少なくとも有益となる。
床のウィングは、家具と高低差の両方の供給、そして両方の段階を組み込むことになるだろう。
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□斜めの構造について
□斜めの構造の組み合わせ：ポール・ヴィリリオ
2-2-3. 斜めの構造 [Oblique System]
2-2.「斜めの理論」の視点
斜めの構造：ドローイング
斜床の三つの循環システム
[Three oblique circulation systems]
都市の病の根本の原因は、人口を定着させるための空間的構造の変化、生きられる空間に対する新しい開発様式の発明、新
しい領土空間の確保の方法を構想することのうちにしか見つからない。…（中略）失効した水平性とその抽象的・異端的な
派生物である垂直性以外の、空間開発の唯一の構造は斜め構造である。　　　　　　　※「斜めにのびる建築　p20-21」より
Station Habitable
Micro-Getto
Ancien Habitat
Developed space
New Habitat
Circulation Habitable
階段やエレベーターのような既存の上下移動の様式とは反対に、斜めは連続性の中で上下移動を可能にする唯一の構造であ
る。階段は脚の連接棒の運動によって、反復的でぎくしゃくした機械性を人間にもたらし、エレベーターは自然な移動を機
械化・自動化によって置き換えるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p34」より
我々の新しい都市は、旧市街地網から孤絶し、接続不可能でなくてはならない。それは、垂直荷重によってほとんど回収の
見込みのない、旧い集合体の水平生徒は徹底的に異なる新しい構造の上に建設せねばならないのだ。斜めの構造は既存の空
間性とはあまりに異質なので、それらに取り込まれる可能性はない。周囲の環境と斜めの構造との間には反発が生じる。…（中
略）…斜めの機能による構造的改修は新しい都市を侵犯不可能にする。水平都市と斜めの都市という互いにあまりに異質な
二つの身体の間では、いかなる連結も起こることはない。　　　　　　　　　　　　　※「斜めにのびる建築　p68-70」より
斜めは動く。抑圧されることなく、人を打ちひしぐことなく導く。作品のモニュメンタルな性格を享受する。しかし空間知
覚を動きによって絶えず修正することで、モニュメンタルなものにありがちな威圧的な性格からは逃れることができるのだ。
そこから建築の新しい重要性が生まれる。建築はこの記念碑性を導入する、言い換えれば、この構造に一つの性格、破壊で
きない形象をまとわせる。生活の定着により起こりうる湾曲を廃し、反対にこの構造は人間化し感覚化される。
　　　※「斜めにのびる建築　p68-70」より
「斜めの機能」とは、斜め床の持つ特性について論じている部分である。水平な床には持たない、
斜床の特性についてまとめて下り、それらは６つの視点で斜め床の可能性を論じている。以下に
その６つの可能性について。パランらの論述と共に整理している。
パランは斜めの機能で最も重要な機能として「登攀可能」の原理をあげている。垂直な建物には
ない、登攀可能な面は斜めの機能にとって差異化する最も理解しやすい点で、最重要原理であっ
たのではないだろうか。パランはこの登攀可能の原理をさらに広げて論じている。
パランは二つ目に「交通と居住の統合」を斜めの機能の特徴として述べている。斜めは交通と居
住は分離して存在することがなくなり、斜めの上では交通と居住が同居する。そして専有空間と
共有空間の隙間を通ることなく、直接アクセスを可能とすると述べる。
パランは斜めは従来の垂直な壁のように障害にならず、人の移動は連続的に展開されると述べる。
そして斜めの建築は、垂直に伸びる建築と比べて、群衆の動きの障害になることはなく、年の大
きな衝突である人々との障害が回避されると述べる。そして斜めは人の移動に対して、様々な選
択肢としての可能性を提供し、その斜めの上では偶然の出会いなどが起こるという。
また傾斜地と斜めについても述べる。自然環境因子に対して傾斜地の斜めは、水・風・雪崩・群
衆を流動的に移動させる機能を持つという。
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□登攀可能
□交通と居住の統合
□連続性・流動性
2-2-4. 斜めの機能 [The Function of Oblique]
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The Function of the Oblique
登攀可能のスケッチ
交通と居住の統合のスケッチ
移動の連続性のスケッチ
傾斜地の流動性のスケッチ
水
風
群衆
雪崩
全てが変形する世界、すなわち物体がエネルギーに、点が線に変形する世界では、もはや動線と住居を分けて考えることはで
きず、今後、これら大きな二つの傾向が対立することになるだろう。「建築を可動にする」か、「動線を居住可能にする」かだ。
…（中略）…建築が動線を伴うことで満足するかどうかはもう問題ではないし、あるいはさらに悪いことに、建築がその特徴
を失って動線と一体になることですら、もはや問題ではない。動線が居住可能になるような都市計画が設計されねばならない。
動きの歪んだ機能が、永続的な水平面の表現する中立化機能より一歩先に出るような建築、人間がその住居の断面そのものに
よって動かされるような建築を実現せねばならない。
※「アーキ・ラボ－建築・都市・アートの新たな実験 1950-2005－　ポール・ヴィリリオ　p110」より
排他的専有空間 Cは、その外部表面を移動することが可能である。なぜなら傾いてるので「登攀可能」であり、もはや Aか
ら Bに直接移動する際の障害とはならないからだ。もはや空間 Cが排他的であるからといって障害になることはない。斜め
の機能の第一の原理は、したがって登攀可能な障害の原理である。　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p24」より
傾きは空間の連続性を支えるものである。それこそが連続性だ。傾きを展開すれば、移動を妨げることなく区切ることがで
きる。それゆえ、構造支持体として、斜面は人間や自然によって生じるあらゆる流動体の動きと結びつけている。（中略）…
動く人に対しては、傾いた敷地は道程の複雑は選択肢と可能性を提供し、動線も自由になり、偶然の出会いや集合も可能に
なる。こうして「敷地」の上面に土地を獲得することによって生じた表面と、下面のオーバーハング部分の突起面の展開の
おかげで、こうしたあらゆる制約からの解放は将来益々強化される。（中略）…傾けることによって、自律的な人の飛躍によ
る将来的な人々の流動性が獲得されるだろう。それは空間内での結びつきを示している。　　
※「アーキ・ラボ－建築・都市・アートの新たな実験 1950-2005－　クロード・パラン　p111」より
斜めの建築は、流動性によって群衆の恒久的な移動に対応する。…（中略）…群衆の動きに対して現在障害となっている建
造物は、斜めの機能において登攀可能なものとなり、このような動きに支持体を保証するものとなるだろう。こうして我々
の都市の最も大きな衝突である、都市の人々との障害との大規模な衝突は回避される。　  ※「斜めにのびる建築　p66」より
垂直的構造では、空間を構成する６面のうち、１面しか利用可能な床はない。しかし、パランは
壁となる４つの面を展開させることによって６つの内、５つが床面として機能し、「内部空間の
最大利用」が可能になると述べる。さらに斜めを展開させることで上下の移動は階段、エレベー
ターとは反対の連続的な移動を可能にする斜め床の有用性を述べている。
斜めは移動を意識化させ、人の身体感覚に訴える構造であるとパランは述べる。そして空間把握
の様式を絶えず変化させたいとうい人間の欲求にも答えてくれ、芸術行為の足場との利用をパラ
ンは考案している。斜め床の上昇、下降にはそれぞれ特徴があり、身体に与える心理的影響も異
なっている。水平床では感じることのない自分のエネルギーの変換、場所との対話、外部環境の
把握が斜めの機能の一つの特徴であると言える。
斜めの機能は「家具を再定義」するとパランは述べる。水平では家具は移動可能なものとして設
計されるが、斜めでは床と家具は一体となり相互に連続的な関係が築かれる。究極的には家具の
上を移動可能なものとなり、家具と床との境界はなくなる。
第二章　「斜めの理論」の整理
□内部空間の最大利用
□身体感覚の覚醒
□家具の再定義
2-2.「斜めの理論」の視点
内部空間の最大利用のスケッチ
内部空間の展開
身体感覚の覚醒のスケッチ
再定義した家具のスケッチ
Micro-Getto
Ancien Habitat
Developed space
New Habitat
机 ベット、椅子、本棚
扉 生きられる床
斜めの機能は家具の基本原則を再定義する。…（中略）…斜面は命令する。斜面は、家具をもはや壁と背中合わせになるよ
うにデザインしたり、移動可能なものとして設計するのではなく、支持体である床と一体のものとして構想するように強いる。
家具は斜面のこぶとなる。床は隆起し、立ち上がり、くぼんで自らを形作るようにして生活に必要な水平面を構成する。生
きられる床。家具とし自体とのあいだに連続性が生まれる。究極的には家具は通行可能となる。いかなる場合にも使用者の
足を止めることはない。勾配に沿った段状の机、斜面を横に貫く机、昼には傾いた構造と合体し夜には水平に戻されるベット、
飛行機の扉のように格納されて床の一部となる扉、その上を歩くことができる本棚。収納スペースは狭い空間や床の昆布の
中に収められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p46」より
階段やエレベーターのような既存の上下移動の様式とは反対に、斜めは連続性の中で上下移動を可能にする唯一の構造である。
（中略）傾きは空間の連続性を支えるものである。それこそが連続性だ。傾きを展開すれば、移動を妨げることなく区切るこ
とができる。それゆえ、構造支持体として、斜面は人間や自然によって生じるあらゆる流動体の動きと結びつけている。　
※「斜めにのびる建築　p34」より
垂直的構造は空間を孤立させ、浪費を是認していることが理解されよう。それぞれの生活空間は、利用可能な表面としては床
のみ、すなわち空間の構成するのに必要な６面のうち 1つしか与えてくれない。…（中略）…傾斜地は移動に際してあらゆ
る面が表 - 面上が戸外隣通行可能であり、移動は人間の選択に任せられる。内部空間のレベルでは四方を囲う支持体も　使用
可能な床となる。従って６つのうち４つの平面が使用される。　　　　　　　　　　　※「斜めにのびる建築　p53-54」より
移動を意識化することで、全く新しい一つの感覚的世界が現れる。斜面上の上下移動を実践することによって空間は絶えず修
正され、場所の解読は絶えず変化することが理解できよう。（中略）…柔軟性と移動性こそが今日の要求というわけだ。斜め
の機能は、空間把握の様式を絶えず変化させたいという人間の欲求にも応えてくれる。　  ※「斜めにのびる建築　p36」より
斜面の上では人間の重さが、たとえ静止状態であっても強く感じられ、表現されることになる。なぜなら、バランスを保つ
ために力学的に筋肉を使うように努力しなくてはならないからだ。じっとしていても意識化されるのだから、身体が斜面を
移動すればはるかに大きな鋭敏さが得られる。（中略）…止まっている時も動いている時も、斜めの構造の枠内では中立でい
られなくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p32」より
快適さという今や全能の概念は、現実の生々しく荒々しい光の前では霞んでしまう。本来衛星に基礎を置いていた快適さの
追求はイデオロギーに転化し、その考えは極限まで推し進められ、最後にはそれ自体本当の形式的表現主義に陥った。…（中
略）…人間は生き残りをかけた生活の場で、ダイナミックに行動し環境と関わっていかなくてはならないのだ。我々は心理
的な関係を、この関係の間を静寂の中に放置することではなく、反対に人間に疑問をぶつけ、解決すべき問題を提起し、扇動し、
衝動を駆り立て、生きさせ、対話を強要し、心理的な不安感の中に人間を投げ込まなくてはならないということである。
※「斜めにのびる建築　p50」より
このダイアグラムは、傾斜面における模式図であり、傾斜面の分類を指定するために用いられる。
この図の唯一の懸念として、人間の可能性と（ホバークラフトを含む）地面を支えるために使用
される機械的な様々な手段とを区別することである。
その他の図は、先見的な分類としているが、年齢、めまいなど様々な研究を使用して、この分類
が作り出されている。パランは勾配と人間の触覚性に強い関係があると指摘し、以下の言説を残
しており、斜めの床の効果を示している。
パランは、勾配における触覚性への影響を、材料レベルで論述している。素材の木目、素材の摩
擦力など人体に与える影響を考慮する必要性と、勾配と素材の関係を強く論じている。また素材
の接触による身体への影響として、斜めの機能で述べた「身体感覚の覚醒」があげられる。
第二章　「斜めの理論」の整理
□勾配について：クロード・パラン
□素材について：クロード・パラン
2-2-5. 斜めの角度
2-2.「斜めの理論」の視点
居住空間における勾配のスケッチ
30～45%  　従来の自動車用スロープ
4～6%　　  見えない斜面
0～3%　  　ゼロ感度
●16%　　　Nevers 教会の傾斜
生理学上のはっきりとした影響は触覚性である。勾配は、移動のあいだ接触という現象によって足の裏で実感される。足は
視点多角形の本質的な因子であり、斜面の勾配、移動の難しさ、接触の喪失などのコード化されていない直接的な情報を伝
達する。視覚はもはや特権的な情報要素ではなくなる。　　　　　　　　　　　　　　※「斜めにのびる建築　p36-37」より
斜面から伝達される疲労感や高揚感は、斜面自身にはどうすることもできない。斜面はただそこにある。坂は登るのが大変だっ
たり楽だったりするもので、この現実から我々は逃れることはできない。そして「材料」のレベルで触覚性は介入する。材
料がザラザラしているか滑らかかによって、接触は強かったり弱かったりする。ここで我々は、主観的な感覚に対応する装
飾的材料の世界を放棄して、使用こそが目的となる材料の世界に入っていくのである。　※「斜めにのびる建築　p38」より
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パランは、傾斜地において重要なことは傾斜面の方向と建物の関係であると論述している。傾斜
地の勾配方向に対して同じ方向であれば、建物の内部構造は決まり、独立させたければ直行させ
なければならないという。パランは傾斜地における開発を「居住可能なダム」と呼び、傾いた壁
の一方が水を蓄え、もう一方の面が住居を開発し、雄大な景観を作り出すものを指している。居
住可能なダムは、人工的な地形を作り出し、尾根を延長して山容を連ねるものとすることもでき
るという。パランは自然の傾斜地のみならず、人工的な傾斜地を建築によって作り出すことも可
能であると指摘している。
第二章　「斜めの理論」の整理
□傾斜地について：クロード・パラン
2-2-6. 斜床空間における「傾斜地」
2-2.「斜めの理論」の視点
傾斜地の勾配方向と床の展開
ジグザグの斜め移動
傾斜面に展開した床
内部の傾いた床の展開が傾斜地自身の勾配と同じ方向にある場合、建物の勾配は内部の構造によって決定される。というのも
勾配は内部の構造の幾何学的な帰結であるからだ。我々が生きている斜面と傾斜地の勾配とを互いに独立したものにしたいな
ら、斜面の方向を直行させなくてはならない。このようにして、山上や断崖上で同じように傾斜地の表面をジグザグに動き回
ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※「斜めにのびる建築　p60」より
大地の上に空間をまたぐ中空の丘、すでに存在する斜面と背中合わせになった丘、あらゆる自然の地形と抵抗する規模の人
口地形。傾いた都市は、居住空間の展開においてより大きなヴォリュームを利用することができる。さらに（同数の人口に
対する）土地面積は少なくて済み、とりわけ公開空地に帰される因襲的な防御領域は不要になる。同様に、住居を土地の規
模にまで拡大するのだ。場合によってはさらに巨大な規模（場所に支配）にまで。同時にすでに存在する自然地形を専有し
たいと思っている。場所の支配と地形への挿入というこの二つの概念によって、我々は斜めの機能における都市を視覚化し、
都市におもざしと姿形を与えることができるのだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※「斜めにのびる建築　p60」より
クロード・パランはこれまで竣工した作品の中で「斜めの理論」を反映させることのできた作品
は少ないと言える。その中でも、1964 年にアルキテクチュール・プリンシパルを設立以後の作品
に着目し、グループ解散後のパランの作品を分析対象とする。実施作品では、1963 年以後では
11 作品選定することができる。この中でも「斜床」を確認でき、なおかつ断面図が確認できたも
のは勾配度を計測している。
■Thomson-Houston Center（1964-1971）
…トムソン・ヒューストン・センターは 1964 年に新たな工場地帯の飛行場近くに建てられた航空宇宙技術研究所とし
て建設される。技術室の他に、500 台を収容する駐車場、ボイラー室などを含む。パランとヴィリリオは二つの提案を
した。一つ目に社会学的な意味において、工場の概念に対する提案である。それは空間的に人間的側面（個人としてグ
ループのメンバーとして）生活の場を定義すること。仕事と休憩の時間を区別するために、従業員の生活条件を開発す
ることで工場地域と都市との関係を定義する。二つ目は空間の連続性に焦点を当てた。斜線による方向軸を設けること
で、水平・垂直・斜めの歩行空間を実現させ、他の場所への移動をシームレスに繋げる。
■Sainte Bernadette du Banlay  in Nevers（1963-1966）
…サント・ベルナデット教会は、ベルナデットがヌヴェールに到着してから 100 年を記念する記念碑として計画された。
この建設計画は 20世紀後半の教会建築革命の流れの中に位置付けられる。当時はコルビジェのロンシャンの教会
（1955）、ラ・トゥーレット修道院（1960）が生まれた。そして 1962 年のキューバ危機、そしてカトリック教会が世
界との取り結び方を再定義した第二ヴァチカン公会議（1962-1966）が開催された。この危機の時代に、教会のコンセ
プトを決定づけたのは、パランよりも、ヴィリリオであった。ヴィリリオは、教会を「聖母が出現したグロット、そして
隠れ家」として構想することにした。ヴィリリオはルルドにおいて聖母が出現したように、グロットとはまさに何かが
立ち現れる場であり、何かの始まりの場所としてある、という。内部空間は、聖心（キリストの心臓）をモデルに取り、
赤い光に染めるステンドグラス、向かい合う二つの房室が中央に向かって斜めに傾斜していく。教会は 2000 年に、歴
史的建造物に指定された。
■France Pavilion , Venice Art Biennale（1970）
…1970 年、ヴェネチア・アート・ビエンナーレのフランス館をパランは設計する。パランは自身の傾斜システムに沿っ
て、本施設を設計した。ダイナミックな対角線は水平方向に安定した空間を崩し、自由に連続的な空間を生み出した。
斜面を通して、自分自身の身体経験を触覚し、身体感覚が活性化される。またステージデザインをシンプルではなく、
芸術と建築の関係を再定義させる。
第二章　「斜めの理論」の整理
□実施作品について
2-3-1. 実施作品・未完プロジェクト
2-3. パラン作品について
断面図
6° 9°
■Expositons et Praticables（1969-1975）
…1969 年から 1975 年の間、パランは住居に対して斜めの機能を含めた計画を、フランスにおいて巡回展として実施
した。彫刻家のアンドレ・バーレイ [Andre Barey] の支援によりパランが展覧会の会場を設計する。展覧会は 11回行わ
れ、そこでは訪問者達に斜めの機能を体験する機会を提供した。パランは屋外のビデオウォールとその周辺に８つの地
面をデザインし、「斜めの建築」と題した展覧会を開いた。
■Maison des jeunes et de la culture（1963-1965）
…若者文化センター (MJC) は講堂、オフィス、サービスルームなどを複合した文化センターである。計画は若者達に建
築と芸術に目覚めされる経験をさせること、そして美しい文化の一種として確立することでした。MJC は三つの特徴的
なヴォリュームで構成され、それらは非常に柔軟な建設システムを採用し、表面はカーテンウォール、そして印象的な
不透明な斜めの壁など全ての要素を整理し、そこに新たなアイコンを生み出した。講堂の白い多面体は、開口部がなく、
他のガラスのヴォリュームとは対照的に存在する。しかし、1975年に閉鎖され、1978年に破壊されてしまい、痕跡は残っ
ていない。
■Centre Commercial de Tinqueux   （1967-1969）
…1969 年にパランによるハイパーマーケットが竣工する。「美しい建築がお金を作る」というコンセプトとともに、パ
ランはシルエットを小高い丘のような斜面をいくつも並べました。多様なプログラムを内包し、アーキテクチャー（丘
陵）は技術的に実現する。顧客は内部空間の多種多様な玄関に対して様々な移動経路をもつ。傾斜は 8%あり、二階レ
ベルで床面が接続される。
■Centre Commercial de Sens（1967-1970）
…Sens のショッピングセンターは 1970 年に竣工し、特徴的なフォルムをもつ。内部には階段ではなく、スロープを用
いて異なるレベルの空間を結びつけている。スロープの傾斜角度は 8%で、空間的変化を常に変化させている。長さが
100m以上で 8%の傾斜の通路が三つもうけ、全ての店に対して接続し、継続的な移動を可能にする。また二つの方向
に入り口をもち、人々の移動は新たな方向へと向かわせる。
第二章　「斜めの理論」の整理
2-3. パラン作品について
断面図
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■Centre Commercial de Ris-Orangis（1967-1971）
…1971年、パランによってリ・ゾランジスに設計された商業施設である。険しい地形の上に設計され、パランはこの地形、
そして通りに対する両面に対して利点を生かしている。建物を横断する顧客の継続する移動動線、そして自動車の移動
導線を織り交ぜている。駐車場にもいくつかのルートを計画する。パランは打放しコンクリートによる未塗装の材を用
いることで、均質化された単一の大きな塊を作り出した。マーケットはブリッジで５メートルの高さを持ち上げられ、
特徴的なファサードを作り出す。
■Centre Commercial　D’ epernay-Pierry（1968-1971）
…1970 年、パランによってピアリに設計された商業施設である。巨大なファサードを作り出す壁、巨大な質感のキャ
ンチレバー、傾斜した壁などが特徴となる。コンクリートの塊のようなヴォリュームはヴィリリオのバンカーの影響が
見られている。またベルナデット教会にも内部空間は似ている。建物は 2002 年に取り壊されてしまう。
■Aménagement de l’ appartement d’ andrée bellaguet（1970-1971）
…ヴェネチア・ビエンナーレでのパランの成果が、画家のアンドレ・バーレイ [Andrée Bellaguet] の友人にパランの理
論を実験する機会を提供する。既存のアパートの回収であり、天井高 2.6m、面積 77㎡であった。パランは既存の垂直
壁、水平床をなくし、なくし斜めの床と壁を設けた。リビング、ダイニング、キッチン、ベッドルームなどのプログラ
ムにも組み込み、水平の床は 10%傾きをもたせる。斜めの床は床としてだけでなく、腰をかける場所にも変化し、床
と同じ素材を用いた。床の凹凸によって、シームレスに結びつけ、触覚性は活性化される。不安定な床が内部に宇宙空
間を作り出した。
■Réaménagement de la maison de Claude Parent（1973-1974）
…1973 年にパランはアパートの改修設計において斜めの機能の実験的な取り組みを行った。1971 年にパランは傾斜
10%を実現させるが、次の段階では急な傾斜である 25%～30%までを含めることを行う。パランは理論において大き
な傾きはリビング・ダイニングエリアなど生活空間のために用いることにした。再定義された家具は黒いカーペットで
覆われ、水平面と傾斜面との統合を試みた。そして収納スペース、ライブラリー観覧席なども、同じように行うが、そ
れぞれのレベルは異なる。このアパートは実験的で挑戦的な計画であり、パランの思想を反映させている。
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2-3. パラン作品について
断面図
断面図
クロード・パランにおける未完成プロジェクトは、竣工許可が下りたものの、実現しなかったも
のが見られる。今回取り上げた作品は、1964 年のグループ設立当時から、解散後のパランの作品
を選定し、その中でも「斜めの理論」が反映している７つのプロジェクトを抽出した。勾配はそ
れぞれ実験的に計画されたものが多く、33°という急勾配を実践しようとした実験プロジェクト
も存在する。またパランは居住施設への「斜床」導入を試みて下り、実現はしなかったが、斜面
上に住むというコンセプトが強く感じられる。
□Palais des expositions（1965-1966）
…アーキテクチャー・プリンシペらがベルナデッタ聖教会を献堂させた 1966 年に、新たにシャルル市長から個人的な
注文としてのの計画案。プログラムは、文化と商業活動を組み合わせた複合施設である。実現はしなかったものの、こ
のプロジェクトでは SODETEG 事務所と共同により技術的な研究に繋がった。敷地は海岸付近の傾斜地に位置している。
パランとヴィリリオは新しい人口のリレー（救済）と周辺の空間との間に新しい関係を形成させ、対立させることを目
的とした。ベルナデッタ聖教会と同じようにコンクリートによる丸みを帯びたヴォリュームで、内部に開口部と通気口
により自然光と風を内部へと引き入れる。ファサードのない建物は、幅の広い斜床空間を用いることで縦横方向の関係
を連続的なものとし、外部と内部の関係も連続的なものとした。斜床空間は野外劇場、観覧席、そしてインテリア、展
望台として機能する。
□Maison Mariotti（1966）
…Maison Mariotti は 1966 年、起業家のマリオッティのために計画し、パランとヴィリリオが、初めて斜めの理論を住
宅プログラムに適応している「実験住宅」である。敷地は傾斜地に計画され、斜めの展開によって生活空間が分離され、
それらの異なるレベル差を斜路によってつないでいる。敷地との連続性をもち、従来移動の障害物となる壁、階段を消
去し、内部では連続した移動を可能にしている。また傾斜が建物ファサードにも用いることで、住宅全体が方向可能と
なっている。しかし、本計画は建築の許可はされたが、建設に対し所有者のマリオッティが躊躇してしまい、プロジェ
クトは放棄されてしまった。
□IP 1、Pendulum Instabilisateur（1968）
…「斜めの機能は、都市の革命である」。これは 1968 年にパランとヴィリリオが Instabilisateur の振り子の下部の面に
刻まれたフレーズです。このプロジェクトは 1966 年にアーキテクチャー・プリンシペが雑誌で後悔した斜めの革命の
新しい課題の開発に対して、科学的なアプローチを用いて斜めの機能の効果をテストするための実験的なものである。
IP1 では、様々な生活空間の最も適切な角度を決定するために、斜面に居住することを計画している。並列で反対方向
に斜面を配置している。パランとヴィリリオは心理学者、社会学者、医師が監督のもと、ナンテール大学のキャンパス
内で、30日間住むことを実験的に行った。この実験は 2年後に、ヴェネチア・ビエンナーレで実現させる。
第二章　「斜めの理論」の整理
□未完プロジェクトについて
2-3. パラン作品について
断面図
断面図
上：断面図、下：平面図
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□Maison Toueg（1969-1970）　Project
…Toueg ハウスは敷地が傾斜地であり、とてもタイトな予算でパランに依頼された小さな住宅の計画である。内部のプ
ログラムはキッチン、バスルーム、貯蔵室、そしてワークショップ室などである。敷地の潜在能力を生かして、コンク
リートを使用した斜めの機能を適用することを提案している。斜面にヴォリュームは固定し、先端部はキャンチレバー
で水平線を目指す。傾斜した天井は床にもなり、内部空間が様々に交錯する。スロープはプライベート空間と外部（地
面）とを結びつける。このモデルは建築許可を得るにもかかわらず最終的には破棄され、Mariotti ハウスの新しい地形
にプロジェクトが移動した。
□Maison Woog（1969-1970）　Project
…1960 年代後半に、スイスの億万長者で著名なアートコレクターであるフィリップ・ウッグはジュネーブ湖周辺の美
しい公園内に住居を構築することを決定し、１０人の世界的な建築家たちに依頼し、自身のコレクションを収容する施
設の計画を始めた。パランは三つのプランを計画した。Woog は伝統的なデザインで、広い螺旋状斜床空間を採用して
いる。ニューヨークのグッゲンハイム美術館と似ており、湖の景色、展示作品を移動の中で人に提供をする。WoogⅡ
はパランはモビリティとの関係を提案している。地形と内部スラブの統合し、徐々に地面から高さ 15mまで上昇する
ような計画をした。WoogⅢは、パランらの斜めの機能の原理に最も忠実に再現している。居住のための急勾配（20%）、
緩い斜面（8%）の組み合わせによて、斜めが織りなす複雑な内部空間を作り出す。WoogⅢは斜面の住みやすさを提案
した唯一のプロジェクトである。しかし、これら三つのプロジェクトは最終的にはパランの案を選択せず、実現はされ
なかった。
□Maison Illes（1971-1972）
…Illes ハウスは億万長者によって所有される巨大な別荘であ流。このプロジェクトは斜めの機能の適応性が住宅に用い
られている。敷地が斜面地でありそれと追従するように、内部では異なるレベルで階段状の計画がされる。緩やかなス
ロープによる構成は印象的なキャンチレバーを生み出し、敷地からの移動を連続して内部へと引き込む。プロジェクト
の建築許可の申請前に、スポンサーによって放棄されてしまった。
□Maisons Manoni（1972-1973）　Project
…1954 年以来、パランと彫刻家のジェラール・マノーニ [Gérard Mannoni] との共同制作物はヴェネチア・ビエンナー
レ、フランス館（1970）である。今回は彼のための住宅の設計案である。プログラウは二階建て住宅で、彼の弟と自
分の家族のために設計することである。1972 年に、パランは理論家のポジションであったが、プロジェクトアーキテ
クトと統合するために、内側の居住空間にも斜めを用いることにする。傾斜面は床、天井に用い、階段を一切も行けて
いない。パランは、居住者に不安定な印象を与えようとしている。
第二章　「斜めの理論」の整理
2-3. パラン作品について
上：断面図、下：平面図
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パランの勾配ダイアグラムと、パランらの作品における勾配を比較すると、実現したプロジェク
トの中でもっとも勾配が大きいものは 30%/16.7°であった。パランのダイアグラムに見られる 0
〜6% の勾配は一つもなく、身体に影響を与えない勾配（ゼロ感度・見えない斜面）は用いず、身
体感覚に影響を与えるために勾配度の高い計画を行なっていることがわかる。
第二章　「斜めの理論」の整理
□クロード・パラン作品における「勾配」
2-3-2. 作品の考察・分析
2-3. パラン作品について
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前項までの分析・考察から「斜床空間」に関する分析視点を整理する。
　
「斜めの理論」とパランの作品から斜床空間に関する分析視点として【７つの視点（Ⅰ.傾斜型・Ⅱ.
用途機能・Ⅲ. 移動媒体・Ⅳ.素材・Ⅴ. 家具・Ⅵ.敷地・Ⅶ.勾配）】を抽出した。分析は第４章に
て行う。
第二章　「斜めの理論」の整理
□「斜めの理論」からの分析視点
2-4.「斜めの理論」からの分析視点
斜床建築
Ⅲ.移動媒体 Ⅳ.床素材 Ⅴ. 家具 Ⅵ. 敷地Ⅱ. 用途機能Ⅰ.傾斜型 Ⅶ. 勾配
三章　「斜めの理論」の展開
本章では、斜床に関する理論を包括的に捉え、
理論的な斜床の特性を整理することを目的とする。
　パランの「斜めの理論」を建築論・空間的分野の理論として位置づけると仮定する。現代にお
ける「斜めの理論」を構築する手段として、他分野の「斜め」に関連する理論・概念との比較・
分析することによって網羅的に「斜床」について展開する。本稿では、建築的分野、生理的心理
的分野、環境分野と大きく三分野から理論・概念を選定し、理論の要素の分析を行うことで、パ
ランらの「斜めの理論」と諸分野の理論・概念を用いて、「斜床」のもつ性質、特性を整理する
ことを目的とする。
　建築論・空間的分野からパランらの「斜めの理論」他、ジル・ドゥールズの「襞」、レム・コー
ルハースの「トラジェクトリー」、グレッグ・リンの「フォールディング」を選定。また建築分
野以外からの理論や概念を踏まえることによって、幅広い知見を得ることにより、新たな「斜め
の理論」を構築できるのではないかと考える（図５）。心理学、哲学、医学分野からエイムズの「恒
常性」、ギブソンの「アフォーダンス」、荒川修作の「建築的身体」、矢萩喜從郎「障りの感覚」を選定。
また環境分野からは、ジョン・オームスビー・サイモンズの「ランドスケープ・アーキテクチュ
ア、」キャサリン・グスタフソンの「ランドスケープと身体」を選定した。
第三章　「斜めの理論」の展開
□「斜床」に関する諸分野の理論・概念
3-1. 斜床に関する理論
◆諸理論の変遷
1960 1965
1963-1969「斜めの研究」
1968-「アフォーダンス理論」1934「Ames Distorted Room」
1989-1995「柔軟面プロジェクト」
1988「襞」 1993「フォールディング」
2004「障りの感覚」1995「建築的身体」
1985-「ランドスケープと身体」
1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015
建築論
空間的
視点
心理的
生理的
視点
環境的
視点
「斜めの理論」 「襞」
「恒常性」「アフォーダンス」「建築的身体」「障りの感覚」
「トラジェクトリー」「フォールディング」
「ランドスケープ・アーキ」 「ランドスケープと身体」
＜建築＞
＜斜め＞
＜環境＞＜身体＞
＜建築論・空間的視点＞
建築物、建築理論
＜心理的・生理的視点＞
心理学、哲学、医学
＜環境的視点＞
ランドスケープ、斜面工学
建築論・空間的分野
心理的・生理的分野 環境的分野
「斜めの理論」と類似概念の視点
「襞」はフランスの哲学者であるジル・ドゥルーズの後期における哲学概念である。ドゥルーズ
著書の「襞 -ライプニッツとバロック」では、ライプニッツの過激な解釈と、美術や映画、音楽、
生物学、地質学などその他の知的分野における現在の動向を分析するための理論的ツールとして、
その中で展開されるバロックの理解をまとめたものである。「襞」についてドゥルーズは次のよ
うに述べる。
襞という語は、不定形で有機的なイメージを喚起しやすいが、それは精神や身体、有機物や無機
物などあらゆる物質を含んで織り上げられたものであるがゆえに、そのようなイメージに還元で
きないものである。そして「襞」は全てが織り込まれ、また拡げられ、それが再び折り畳まれる。
襞の中で知覚がなされ、世界は一つの塊の中で折り畳まれ、塊は空間と時間の序列に従って世界
の襞を拡げる。認識することとは襞を拡げることなのである。
ドゥルーズにとって「襞」とは、ライプニッツ哲学だけに問題視しているのではなく、広くバロッ
ク的なもの全体を貫通うしている概念である。ドゥルーズは、特にバロック建築と絵画に「襞」
を読み込んでいく。ドゥルーズによるバロックの定義は、「バロック建築に特徴的な性質は、一
方で内部の自律、外部を欠いた内部であり、また他方でファサードの自律、内部を書いた外部で
ある。全てが内部となった『扉も窓もない』バロックの礼拝堂。しかし室内とファサードは、モ
ナド（あらゆるものを構成する基本単位）がそうであったように、無数の「襞」によって織り合
わされている。」としている。
「襞 -ライプニッツとバロック」においてドゥルーズは、バロックをその歴史的範疇をはるかに
超え、現代アートの評価にまで適用しうる拡張された意味において捉え、その特徴を以下の６つ
にまとめている。
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・襞 [Pli]：1988
□ジル・ドゥルーズ「襞」
3-2-1. 建築論・空間的な理論
3-2. 理論の相互関係
◆「襞」の要素６つ
１）襞：無限の継続的作用、最終的な収束に至るものではなく、連続し、無限へと至る。
２）内部と外部：襞は、物質と塊をわかちながらその間を走る。
３）高みと低み：幾つかの襞へと分化していきながら、襞は高みと低みへ、それらを繋ぐよう
　　　　　　　　に拡張していく。
４）拡げられた襞：折り畳みと対立ではなく、むしろ折り畳みの継続として存在する。
５）テクスチャ ：ー素材の抵抗として、素材の折りたためれ方によってテクスチャーが現れる。
６）パラダイム：襞の物質的な構成要素はその表現形式を隠避してはならない。
※襞 - ライプニッツとバロック -　より
襞という概念は、まず世界を構成する果てしない、ただ一つの布地を想定させる。襞がその布地の襞である限り、この襞（内）
は、この布（外）と決して分離することができない。しかも襞は無数に存在し、まずかな見えない折り目から、規則的にしっ
かりと刻まれた線に至るまで、様々な度合いを持って重なっている。襞は、固体よりは柔らかく、液体よりは硬い織物を＜
折り畳む＞というプロセスから生まれる不安定な軌跡であって、内と外の＜ねじれ＞として現れる。
※襞 - ライプニッツとバロック - より
襞　- ライプニッツとバロック -
著者：Gilles Deleuze
訳者：宇野邦一
出版年：1998 年
「襞」の概念ドローイング
1925~1995 / Gilles Deleuze
フランス /哲学者
1925 年、フランス・パリに生まれる。1944 年、
ソルボンヌ大学で哲学を学び、パリ第８大学に
て教授を務める。20正規のフランス現代哲学を
代表する哲学者の一人である。
ジャック・デリダに触発された始まったとされる建築のディコンストラクティヴィズムの勢いが
失いかけた頃、ピーター・アイゼンマンやジェフェリー・キプニスらを中心に、ドゥルーズの襞
的な建築がデザインされるようになった。1993 年に <Architectural Design> 誌がグレッグ・リ
ンをゲスト・エディターに呼んで、「Folding in Architecture」特集を組み、一連の襞的な建築
に一つのパースペクティブを与えることになった。その中で用いられた言葉が、フォールディン
グ・アーキテクチャーである。この特集には、ピーター・アイゼンマン、フランク・O・ゲーリー、
ジェフリー・キプニス、グレッグ・リンらが参加し、プロジェクトがまとめられている。
その中で、リンは「建築における曲面−折り畳まれたもの、柔軟性、しなやかさ [Architectural 
corvilinearity - The folded, the Pliant and the Supple]」と題する論考の中で以下のよう
に述べている。
リンは、フォールディングを複雑で相容れないものが混在する現代の文化的文脈に対する、第三
の建築的対応と位置付けている。また Complexity（複雑さ）と Pliancy（柔軟性）の語源的共通
性に着目しながら、異質性を持ちながらも連続性を持つようなシステムにおける、統合の強力な
戦略的手法として建築におけるフォールディングは構想されている。
ソフィア・ヴィソビティによる「Folding Architecture」の中の「フォールディング・アーキテ
クチャー -その実践の系譜 -」の論考で、襞に関する理論からフォールディング・アーキテクチャー
までの系譜と影響を述べている。彼女は以下のように述べている。
また彼女は、この新しい建築的対象の実践的再定義（フォールディング）における際立った属性
を以下のよう命題に要約できるという。
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・フォールディング・アーキテクチャー [Folding Architecture]：1993
□グレッグ・リン「フォールディング・アーキテクチャー」
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◆フォールディングの要素６つ
１）延長：無限に連なる対象、連続的変化
２）多様性：多数の要素の絡み合った組織としてのオフジェクト、潜在的な相互作用
３）屈曲：屈折、傾斜、表皮の湾曲と非ユークリッド的幾何学
４）層状化：相互に対立する建築的事象をつなぐレイヤーとインターフェース
５）連続性：表面と組織化のトポロジカルな属性の原理
６）流動性：境界の交錯、曖昧な境界分割の確率的なゾーニング
※Folding Architecture：Sophia Vysoviti　より
差異化された場や異なるプログラムを結合するような、これまでにない連結には懐柔や共謀、柔軟性、しなやかさ、そして
しばしば狡猾な戦略が必要となる。文化的あるいは物理的文脈における異質性や不連続、固有の差異に対して、経済的、プ
ログラム的、構造的しなやかさを備えた柔軟な形式によって対応することに現在多くの建築家が取り組んでいる。襞（pli）
という概念から派生する、襞、柔軟性、弾力性、しなやかさ、襞付け、懐柔、共謀、複雑性、多様性のような多くの言葉は、
現在現われつつある高密度の連結関係を備えた都市的感受性を叙述するため召喚される。
※「Folding in Architecture “Architectural corvilinearity - The folded, the Pliant and the Supple”　p11」より
ドゥルーズから導入されたさまざまな特徴はある世代の建築家の思考を活性化させた。その結果としてフォールディングは
建築的な概念として定着し、その構造的性質は明確化され、いまではデザインの基本的素養として扱われるに至っている。
※「Folding Architecture “Folding Architecture, Concise Genealogy of the Practice” p141」より
Folding Architecture
著者：Sophia Vysoviti
出版年：2008 年
Folding in Architecture 
著者：Greg Lynn
出版年：1993 年
「フォールディング」概念図
1964~ / Greg Lynn
アメリカ /建築家・
1964 年、アメリカ・オハイオ州に生まれる。そ
の後、マイアミ大学、プリンストン大学で建築
を学ぶ。現在、ウィーン芸術大学で教授、カリフォ
ルニア大学の建築スタジオで教授を務める。
1971~ / Sophia Vysoviti
ギリシャ /建築家・
1971 年、ギリシャ・テッサロニキに生まれる。
アリストテレス建築大学を卒業後、ベルラーヘ・
インスティトゥートで建築を学ぶ。現在はデル
フト工科大学建築学部とテッサリア建築大学で
講師を務めている。
1993 年のパリ・ジュシュー・キャンパスの図書館案の中で、初めて述べた言葉で、「連続的な上
昇運動」を意味している。トラジェクトリーは、幅の異なる斜路・ひな壇・階段・廊下・踊り場
を結びつけた連続体のことである。トラジェクトリーの動線を書いたスケッチでは、動的な体験
を表現している（fig.1）。一枚の紙から、持ち上げ繰り返し切り込み折りたたむことによって図
書館の「トラジェクトリー」が作られることを表した設計プロセス（Fig.2）。コールハースのト
ラジェクトリーは、クンストハルから読み替えられ、ジュシュー図書館案へ進化し、その後はベ
ルリン・オランダ大使館において完成する。
コールハースが述べた「トラジェクトリー」には以下の３つの要素に集約できる。
1993 年のパリ・ジュシュー・キャンパスの図書館案で、連続的な床面（柔軟な床面）を指して述
べた言葉。コンペ案では、床スラブが上に被さり下に潜りしながら連続的な経路を生み出してい
る。
OMA は三つの手法を駆使してジュシュー大学図書館コンペ案のコンセプトを表現する。
Fig.1：黒い背景状に書かれた白い線の軌跡：トラジェクトリーの動的な体験を表現している。
Fig.2：はさみで紙を切る映像的な連続写真：図書館コンペ案の設計プロセスを表現している。
Fig.3：トラジェクトリーの連続断面図：直方体ヴォリュームを貫く連続的な通路を表現している。
第三章　「斜めの理論」の展開
・トラジェクトリー [Trajectory]
・ソーシャル・マジック・カーペット [Social Majic Carpet]
・OMA「ジュシュー大学図書館コンペ案」[Jussieu Libraries]
□レム・コールハース「トラジェクトリー」「ソーシャル・マジック・カーペット」
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◆トラジェクトリーの要素３つ
１）連続性：移動の連続性
２）階層性：積み重ねられた床スラブ
３）流動性：地上階から最上階まで上昇する運動・動線
20 世紀の教条的なスケルトンを示すコールハースのパースは、オーギュスト・ペレが描いた先駆的で概念的なシャンゼリゼ
劇場のスケルトン図面ール・コルビジエのドミノ・システムの基盤となったーと密接に関係している。
コールハースはこのような 20世紀の教条的なスケルトンにあえて回帰することによって「自由な平面」や「フロアの積層」
などの問題を再編し、連続的な上昇運動－－「トラジェクトリー」－－へ変容させている。
※レム・コールハース /OMA　驚異の構築 より
S,M,L,XL
著者：Rem Koolhaas
出版年：1995
Jussieu Libraries　模型
Jussieu Libraries　ドローイング
Fig.3_ トラジェクトリーを示す連続断面図
Fig.1_ スケッチ Fig.2_ 設計プロセス
1944~ / Rem Koolhaas
オランダ /建築家
「生態学的視覚論」は、視覚における新たな理論として現代の認知科学に影響を与えている。ギ
ブソンはその中で、「勾配」の知覚について、肌理のパタンを「勾配（グレーディエント）」ある
いは「変化度」と呼び、知覚の刺激の有力な候補であると考えられていた。
1940〜1950 年代の初めにかけて、肌理の勾配が必ずしも奥行きの刺激にはならないことに気づく
と、ギブソンは面の傾きには「光学的傾き（環境の中の面が知覚者の網膜面に投影されてできる
傾き）」と「地理的傾き（対象の面と地面との傾き）」の二種類あると述べる。
面は一つでは存在しておらず、面と面のレイアウト、つまり面同士の配置が重要であるという。
知覚者は切り取られた一つの面ではなく、それが環境の中で他の面とどのような配置関係にある
のか、さらにはその面を見ている自分の姿勢が地面に対してどのような角度であるかなどを知覚
しているのである。
ギブソンは奥行きの知覚に影響を与える手がかりの一つとして「肌理の密度勾配」と言う概念を
提示した。これは通常、面には様々な肌理（光の濃度の分布）が与えられている。ギブソンは、
その肌理を構成する密度が徐々に変化した時に、その面は傾斜面として見え、細かい肌理の部分
ほど遠くに知覚されると考えた (Fig.1,2)。また、面の構成要素の密度の変化を勾配と呼ぶ。勾
配が急激なほど、面は大きく傾斜していると知覚される。また、肌理の勾配が急激に変化した時
には面の傾きが急激に変化したことを意味している。
ギブソンは肌理の密度勾配を高次の刺激変数 [Higher-order stimulus variable] と呼び、網膜
に与えられる刺激の構造が奥行き近くにとって重要であると説いた。
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・生態学的視覚論 [Ecological Approach to Visual Perception]：1979
・肌理の密度勾配 [Gradient of the density of texture]：1950
□ジェームズ・J・ギブソン「生態学的視覚論」
3-2-2_ 心理・生理的な理論
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生態学的視覚論
著者：ジェームズ・J・ギブソン
訳者：古崎 敬
出版年：1986 年
1904~1979 / James Jerome Gibson
アメリカ /知覚心理学者
1904 年にアメリカ・オハイオ州に生まれる。プリンスト
ン大学、大学院の哲学科で心理学を学び、その後は軍事を
勤めた。1949 年よりコーネル大学教授となり、認知心理
学の研究に努める。ギブソンは生涯にわたって、知覚分野
の研究を行い、ギブソンの思想を受け継ぐ心理学者が多数
存在する。
Fig.1_ 肌理の密度勾配
Fig.3_ パイロットの「光配列の流動」
Fig.2_ 大地の肌理
日本の建築家、デザイナーである矢萩喜從郎は自書である「空間 建築 身体」で「障りの感覚」
を提唱する。障りの感覚とは身体に差し迫る不快な感覚のことである。矢萩は空間の知覚（空間
の有様を感覚的に捉えること）には、身体の感覚受容器を通して感じることであり、そこでは「快
適さ」よりも「不快な感覚」を感じさせる状態や状況を把握する方が良いという。それはあえて
意識しなくても必然的に反応を出てしまい、感覚的に敏感になるためである。不快な感覚である
「障りの感覚」を拾うことは、視覚だけで意識されるものだけでなく、五感あるいはそれ以上の
身体感覚受容器を通して感じるものであり、そのことについて考える必要があると矢萩は論じる。
矢萩は障りの感覚を利用した事例をいつくか自書で上げており、その中の斜床を利用した事例も
論じている。
実際は歪んだ部屋なのに特定の位置から単眼で観察すると真四角な部屋として見え、そのために
中にいる人間の大きさがまったく異なって見えるというもの。
→斜めの床の持つ特性を生かしている。
歪んだ室を造りその奥の両隅に対象物を提示すると、その室内にすっかり顔を突っ込んだ観察者
は室外の基準と比べることができないので、その室を見誤って対象の大きさを著しく錯覚する。
矢萩は理想的な内部空間としは、ネイティブな意味における「障りの感覚」を積極的に拾おうと
しても探せない内部空間になっている状態という。
イタリアのアーティスト、ジャンニ・コロンボは、床面がかなり急勾配になるまで部屋全体を傾
かせた装置を造って、実際にその空間に人を立たせる作品＜Topoestesia＞(1977) や、画廊全体
に何十本もの柱をすべて不規則に傾かせ、そこを人に通らせるインスタレーション＜不快な角を
持つ建築−柱＞(1981) 等を発表している。コロンボは普段日常で気を止めることなく見過ごして
いる、「障りの感覚」を感んじてしまう状態があることを、誰にでも理解できるようにあえてそ
れを強調させることによって、顕在化させた作品と考えられる。それらの作品は、実際に体験し
なくても写真を目にするだけで、十分に視覚的「障りの感覚」を拾うことができるという。
第三章　「斜めの理論」の展開
・障りの感覚
・エイムズの歪んだ部屋 [Ames Distorted Room]：1934
・視覚的「障りの感覚」
□矢萩喜從郎「障りの感覚」
□アデルバート・エイムズ・ジュニア「知覚の恒常性」
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1952~ / 矢萩喜從郎
日本 /建築家・デザイナー
1952 年、日本・山形県に生まれ、早稲田大学大
学院理工学研究科修了後、慶應義塾大学理工学部
非常勤講師、早稲田大学非常勤講師を務める。現
在は、グラフィック、サイン、写真、アート、彫
刻、建築、椅子、家具、照明、評論、出版等を手
がける。
空間  建築  身体
著者：矢萩喜從郎
出版年：2004 年
1977：Topoestesia 1977：Topoestesia 1981：Architettura cacogoniometrica Furka Pass
1933~1993 / Gianni Colombo
イタリア /芸術作家
建築空間と知覚に関する作品を多く制作してい
る。1960 年代に「グルッポ T」などで活躍し、
60年代キネティック・アートの代表作家として、
また環境芸術の先駆者として知られる。
1880~1955 / Adelbert Ames, Jr
アメリカ /科学者（物理学・生理学・眼科学・心理学・哲学）
1880 年にアメリカ・マサチューセッツ州に生ま
れ、ハーバード大学に留学する。彼は目の光学
的構成要素についての研究で成果を上げる。
日本の芸術家であり建築家でもある荒川修作とマドリン・ギンズは建築と身体性について論じた
グループである。荒川によると、建築的身体とは身体性のあるレベルを意味し、生身の身体と建
築的環境との間にあり、両者の媒体ともなっている。そして人間の場合、環境との関連の本で身
体を位置づけるために、自ずと周囲の整合的に行為している身体性のレベルがあり、そのように
働いている身体性が、建築する身体と呼んでいる。この身体性の働きは、ランディング・サイト
が分散させ、配列し、選択することであり、それ自体は場所を占めることの可能性として、発見
的装置としても機能する。この身体性のレベルを単独で取り出すことはできないが、ある種の作
動し続ける働きを意味するという。
荒川がランディング・サイトと呼ぶ概念には、三つの区別がつけられている。知覚のランディン
グ・サイト、イメージのランディング・サイト、ランディング・サイトの次元かの三つである。
1）知覚のランディング・サイト：特徴を規定すること
2）イメージのランディング・サイト：人を取り囲むものから飛び立つあらゆるものをイメージ
すること
3）ランディング・サイトの次元化：環境のもろもろの要素がどのように位置しているかについ
ての推論や判断すること
これらのライディング・サイトは、相互に溶け合い、隣接し、重なり合い、相互に住み込むので
あると荒川は言う。
第三章　「斜めの理論」の展開
・建築的身体 [Architectural Body]
・ランディング・サイト [Landing Site]
・荒川修作の「傾いた平面」についての言説
□荒川修作＋マドリン・ギンズ「建築的身体」
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1936~2010 / 荒川修作
日本 /芸術家・建築家・詩人
1936 年、日本・名古屋県に生まれる。愛知の
高等学校美術科卒業後、武蔵野美術大学を中退。
1961年に渡米し、ニューヨークに定住。渡米後、
マドリン・ギンズと知り合い、1962 年から共
同制作を始める。代表作に、「養老天命反転地」
（1995）、「三鷹天命反転住宅」（2005）がある。
1941~2014 / Madeline Gins
アメリカ /芸術家・詩人
1941 年、アメリカ・ニューヨークに生まれ、バー
ナード大学で物理学と東洋哲学を学ぶ。1962
年からは荒川修作と共同で制作を始める。
1995：養老天命反転地
彼らの作り出す空間は極めて公共的であると同時に、ユークリッド幾何学的な、つまりどこから見ても同じメタ・モデル空
間に人間を収容するという発想とはまるで無縁である。どの位置からもまるで違ったものが体験され、むしろ、個人的空間
あるいは実在的空間と呼ばれてきたものが、より研ぎ澄まされるように覚醒されるような空間である。逆説的ではあるが、
私は荒川の建築は、今世紀文明の偏りを中性化し、私たちの失われていたバランスを回復させるものではないかと考えている。
※「荒川の建築はバランスを回復させる装置である　工藤順一」建築文化　Vol.52  1997.4　より
出来事と発生そのものが、人間の肉体の動きによって、新しい現象が場を移動させている環境を作り上げる。そしてその偏
在の場とともに消えていく。いわゆる一般に言われている現象とは違った、中でも場の発生を、構築された物質と気配によっ
て命名可能な世界、つまり触知可能な世界を作り出し、それを一瞬でも経験してもらう。今の所「建築的身体」と呼んでいます。
『「荒川修作×藤井博巳」建築文化　Vol.52  1997.4』
床面がプランに先行する。床面は、身体とかわす複雑極まる対話の中でしばしば主導権を握る。
『「養老天命反転地オフィス　荒川修作 +マドリン・ギンズ」建築文化　Vol.52  1997.4』
傾斜は建築的環境を掴むために必要です。あるいは建築的環境を掴むことを捕らえるためです。それが全てです。手の裏の
ように自分の部屋を知るためです。あるいは全体に自分のライディング・サイトがどのように分散しているかを知るためです。
『「建築する身体 p70-71　荒川修作 +マドリン・ギンズ」建築文化　Vol.52  1997.4』
ジョン・オームスビー・サイモンズばランドスケープ・アーキテクチュアと環境計画における重
要な人物である。ランドスケープ・アーキテクチャであり、アメリカランドスケープ協会の会長
である。彼の著書「ランドスケープ・アーキテクチャ」から斜床に関する論述を抽出した。
第三章　「斜めの理論」の展開
・ランドスケープ・アーキテクチュア [Landscape Architecture]
□ジョン・オームスビー・サイモンズ「ランドスケープ・アーキテクチュア」
3-2-3_ 環境的な理論
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水の性質（多様性は無限にある）
深さ：水は深淵から表面の水分の皮膜といった薄さにまで及ぶ。
動き：勢いよい流れから、迸り、下に落ちる、溢れ出る、零れ落ちる、とび
散りやしぶき、滲み出るにまで及ぶ。
音：騒がしい轟きから、かすかな囁きにまで及ぶ。
◆斜めと気候
◆斜めと水
◆斜めと地形
・冷たい空気は下の方へ流れていく。
・貯水機能、排水機能を持つ。
・南向き斜面は、日射時間が最も多い。 ・斜面が太陽光に対して垂直に近けれ
ば近いほど、表面温度は増加。
・水面や砂面などの表面からの反射光 ・緩やかな気流の流れを生む。
・傾斜した平面では、視線は外に向かう。1）流水機能：貯水、排水
2）差異化：気温、光など環境因子
3）開放性：視野の開放
○本から「斜面」特徴の抽出
Landscape Architecture
著者：John Ormsbee 
Simonds
出版年：2010 年（改訂版）
1913~2005 / John Ormsbee Simonds
アメリカ /ランドスケープ・アーキテクト
ランドスケープアーキテクチュアと環境計画に
おける最も重要な人物の一人。アメリカランド
スケープ協会の会長であり、ASLA の最高位の
ASLA メダルを授与された。100 年会長メダルを
授与されたのは ASLA 史上彼一人である。
キャサリン・グスタフソンは、ファッションデザイナーとして活躍後、ランドスケープ・アーキ
テクトとして現在はアメリカ・イギリスを拠点に活躍している女性である。彼女は、クロード・
パランの作品を高く評価しており、作品にはパランらの「斜めの理論」の影響が伺える。日本の
建築家トシコ・モリはグスタフソンの作品について以下のように評価をしている。
第三章　「斜めの理論」の展開
・ランドスケープ・アーキテクチュア [Landscape Architecture]
□キャサリン・グスタフソン「ランドスケープ・アーキテクチュア」
3-2. 理論の相互関係
◆「Meeting Point」（合流地点）の要素４つ
1）能動化：視覚的、物理的な動きを生む
2）階層化：レイヤー状に積む
3）地形化：地形の創造
4）連続性：境界線のぼかし
◆「Meeting Point」（合流地点）概念
形態と機能が複雑に交差する部分の扱い方。
これは一点に集まった複数のシステムを新たに出現した地形に適応させるために考え出された。
グスタフソンはクロード・パランの作品を高く評価する。そのパランが、ポール・ヴィリリオとともに打ち出したのが、「斜
めの機能」で知られる理論である。（中略）この理論は、連結要素に断面や斜面を用いる彼女の作法に深く通ずるように思う。
なればこそ、斜めの建築は活動を引き起こし、そしてその活動の生理学的原理が今度は建物の居住性を高めていくのだ。
グスタフソンはならば、おそらくこの理論をさらに先へ進めてランドスケープに情報伝達の役目を兼ね合わせ、ひいては地
面をもう一つの身体、受容体とみなすだろう。彼女がレイヤー状に重ねる面は、寡黙であっても決して平坦ではない。多様
な面を幾層にも複雑に「レイヤーにする」と彼女は言う。　　　  ※「A+U 2005 年 12 [Figural Terrain] Toshiko Mori」より
Morbras -Meeting Point（1986） Diana.Princess of Wales
Memorial Fountain（2004）
[Meeting Point] 
コンセプト・ダイアグラム
A+U 15:12 
Expressions of Landscape 
-Kathryn Gustafson-
出版年：2015 年
1951~ / Kathryn Gustafson
アメリカ /ランドスケープ・アーキテクト
1951 年、アメリカ・ワシントン生まれ。シアト
ルワシントン大学で応用芸術を学び、ニューヨー
クの工科院で修学後、ファッションデザイナー
として活躍。その後、ランドスケープを学ぶべ
くエコール・デ・ペイサージュで教育を受ける。
現在は、アメリカとイギリスを拠点に活躍する
ランドスケープ・アーキテクトである。代表作
には、ダイアナ妃記念噴水（2004）、ミレニア
ムパーク・ルーリガーデン（2004）など多数。
各理論の相互関係を比較するため、各理論を要素ごとに分解し、理論の要素を並列にする。そし
てその要素が斜床に関連し、さらに要素同士の相互関係が認められるものを斜床の性質として取
り上げる。
第三章　「斜めの理論」の展開
3-3. 理論からの斜床の属性
□斜床に関する理論の要素同士の相互関係
1”）登攀可能
2”）交通と居住の統合
3”）身体感覚の覚醒
4”）移動の連続性・流動性
5”）内部空間の最大利用
6”）家具の再定義
1”）連続性
2”）流動性
3”）多様性
4”）開閉性
5”）身体性
１）襞
２）内部と外部
３）高みと低み
４）拡げられた襞
５）テクスチャー
６）パラダイム
１）延長
２）多様性
３）屈曲
４）層状化
５）連続性
６）流動性
１）連続性
２）階層性
３）流動性
１）肌理の勾配
１）障りの感覚
１）知覚の恒常性
１）環境の把握
２）身体感覚の再生
１）流水機能
２）差異化
３）開放性
１）能動化
２）階層化
３）地形化
４）連続性
斜めの機能
具体的な機能
諸分野の理論・概念
具体的な要素 斜床の性質
・家具の連続性
・空間の連続性
・地形の連続性
・移動の連続性
・流れ、方向の創出
・流水貯水機能
・プログラムの統合
・移動媒体の統合
・開放性
・眺望性
・身体感覚の再生
・知覚の恒常性
・環境の把握
・障りの感覚
a1. 空間の連続性
a2. 地形の連続性
a3. 移動の連続性
a4. 家具の連続性
b1. 方向の創出
b2. 移動の流動性
b3. 流水貯水機能
c1. プログラムの統合
c2. 移動媒体の統合
d1. 開放と閉塞
d2. 眺望性
e1. 身体感覚の再生
e2. 知覚の恒常性
e3. 環境の把握
e4. 不快な感覚
要素同士の関係から斜床の性質として【斜床の５属性（連続性・流動性・多様性・開閉性・身体
性）】が抽出できる。そして【斜床の５属性】における各属性を反映した具体的な機能や用途を
示した。
第三章　「斜めの理論」の展開
3-3. 理論からの斜床の属性
A. 連続性 B. 流動性 C. 多様性 D. 開閉性 E. 身体性
□斜床の５属性
Claude Parent
斜めの理論
Gilles Deleuze
襞
Rem Koolhaas
トラジェクトリー
Greg Lynn
フォールディング・
アーキテクチャ
荒川修作
建築的身体
矢萩喜從郎
障りの感覚
John・O・Simonds
ランドスケープ・
アーキテクチャ
Kathryn Gustafson
ランドスケープと身体
James Gibson
生態学的視覚論
Adelbert Ames, Jr
視覚の恒常性
建築論・空間的視点 心理的・生理的視点 環境的視点
YXO
50%
/26.
6°：
1966
：PA
REN
T
四章　斜床建築事例の分析
1 Kunsthal クンストハル 1992 オランダ Rem Koolhaas 美術館
2 Educatorium at University of Utrecht エデュカトリウム 1995 オランダ Rem Koolhaas 研究施設など
3 Villa VPRO ヴィラVPRO 1997 オランダ MVRDV オフィス
4 Freshwater Pavilion & Blowout (freshH2O EXPO)
フレッシュウォーター 
・パビリオン 1997 オランダ NOX パヴィリオン
5 Felix-Nussbaum-Haus フェリックス・ヌスバウム美術館 1998 ドイツ Daniel Libeskind 美術館
6 The Jewish Museum ユダヤ博物館 1998 ドイツ Daniel Libeskind 美術館
7 The New German Parliament ドイツ連邦議会議事堂 1999 ドイツ Foster and Partners 議事堂
8 Tate Modern テート・モダン 2000 イギリス Herzog & de Meuron 美術館
9 Yokohamai International Passenger Terminal 横浜港国際客船ターミナル 2002 日本 FOA 客船ターミナル
10 Netherlands Embassy in Berlin 在ベルリン・オランダ大使館 2003 ドイツ OMA オランダ大使館
11 Maritime Youth House 海辺のユース・ハウス 2004 デンマーク BIG ユース・ハウス
12 BMW Museum BMW美術館 2004 ドイツ Atelier Bruckner 博物館
13 New Mercedes Benz Museum メルセデスベンツ博物館 2006 ドイツ UNStudio 美術館
14 Nelson-Atkins Museum of Art ネルソン・アトキンズ美術館 2007 アメリカ Steven Holl Architects 美術館
15 Tama Art University Library 多摩美術大学新図書館 2007 日本 伊東豊雄 大学図書館
16 Serpentine Gallery Pavilion 2007 2007年　サーペンタイン・ ギャラリー・パビリオン 2007 イギリス
Qlafur Eliasson + Kjetil 
Thorsen(Snøhetta) パヴィリオン
17 The National Opera House in Oslo オスロ国立オペラ・ハウス 2008 ノルウェー Snohetta オペラハウス
18 Ibero Camargo Museum イペレ・カマルゴ美術館 2008 ブラジル Alvaro Siza Vieira 美術館
19 Ewha Campus Center 梨花女子大学院 2008 韓国 Dominique Perrault 大学棟
20 The MA: Andalusia’s Museum of Memory MA：アンダルシア記念美術館 2008 スペイン Alberto Campo Baeza 美術館
21 Porsche Museum ポルシェ美術館 2009 ドイツ Deluge Meissl Associated Architects 美術館
22 Rolex Learning Center ロレックス・ラーニング・センタ
ー
2009 スイス SANAA ラーニングセンター
23 Danish Pavilion デンマーク館 2010 中国 BIG パビリオン
24 Crosses Looking Point 十字架の展望台 2010 メキシコ Elemental 展望台
25 E1 “B” E1 “B” 2011 スペイン Selgascano 文化施設
26 Hiroshi Senju Museum Karuizawa 軽井沢千住博美術館 2011 日本 西沢立衛 美術館
27
KSEVT（Cultural Center of EU Space 
Technologie） KSEVT 
欧州宇宙工学技術文化センター 2012 スロヴェニア
dekleva gregoric arhitect, 
OFIS arhitekti and SADAR 
＋ VUGA arhitekti  
美術館＋文化センター
28 Farming Kindergarten ファーミング・キンダーガーデン 2013 ベトナム Vo Trong Nghia Architects 幼稚園
29 Danish National Maritime Museum デンマーク国立海洋博物館 2013 デンマーク BIG 博物館
30 Gammel Hellerup High School ガンメル・ヘレルブ高等学校 2014 デンマーク BIG 高等学校
31 Arnhem Central Transfer Terminal アルンヘム・セントラル 2015 オランダ UNStudio 駅舎
No. Architecture Name 建物名 竣工年 国 設計者 用途
斜床建築とは「斜めの床」を内外部空間に用い、その面上で人や自動車などの移動媒体が活動で
きる機能を持つ建築のことを指す。バリアフリーとしてのスロープなどは斜床建築に含めず、意
匠的な目的によって斜床を用いることが斜床建築にふさわしいと考えている。
近年の「斜床建築」がパランらの「斜めの理論」と関係性を分析を目的としているため、世界的
に建築作品を網羅していると考えている雑誌「A+U 1990 年 1 月〜2016 年 5 月」から主な作品を
抽出することにする。また1990年からとしたのは、レム・コールハースによる「ジュシュー図書館」
（1992）、「クンストハル」（1992）、「エデュカトリウム」（1995）やドゥルーズの「襞」(1988)、グレッ
グリンらによる「Folding in Architecture」（1993）など、「斜床建築」が発展する発端となる
出来事が 1990 年代に多く存在し、またその時代以降に「斜床建築」が多く見受けられるように
なるからである。また、「A+U」には掲載されていない「斜床建築」も一章で取り上げた作品（コ
ンペ案も含む）から抜粋することによって、網羅的に分析を行うことができると考える。
第四章　作品分析と考察
4-1-1.「斜床建築」について
4-1-2. 分析対象
4-1. 分析対象・分析手順
分析における視点として、二章、三章から抽出できた視点を元に分析を行う。二章からは「傾斜
パターン・移動媒体・家具・素材・勾配度・プログラム・表現手法」の７つを分析視点とし、パ
ランらの「斜めの理論」との比較・分析を行う。
三章からは「連続性・流動性・多様性・開閉性・触覚性」の５つの斜めの属性を視点として「斜
床空間」の構成に着目する。空間構成に着目することで、近年の「斜床建築」の手法・構成を抽
出する。
これら二つの手順を踏むことで、斜床建築の「傾向」を把握し、「斜めの理論」との比較を行う
ことで、「発展的視点」を整理することができる。また斜床建築の手法を抽出することで５章の
設計提案へと結びつける。
第四章　作品分析と考察
4-1-3. 分析視点と手順
4-1. 分析対象・分析手順
連続性 流動性 多様性 開閉性 身体性
「７つの視点」
「斜床の５属性」
分析手順
斜床の５属性（一章～三章）
斜床空間の構成
斜床建築の手法
「斜めの理論」の分析視点（二章）
「斜めの理論」（二章）
諸分野理論（三章）
現代斜床建築の傾向
操作の策定
斜床建築
移動媒体 床素材 家具 敷地用途機能傾斜型 勾配
斜床は「面型」と「線型」に区分することができ、さらに斜床は３つの種別（一面型・多面型・
等高線型）に区分することができる（図 12）。「斜めの理論」では「一面型・多面型」による空間
構成であったが、現代斜床空間には「等高線型」が見られることが特徴と言える。
第四章　作品分析と考察
1. 斜床建築×形態
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
直線型 曲線型 地形型屈曲型
・傾斜の両面に壁がある場合
・通路と室機能を含めたもの
・一面が傾斜 ・曲線による傾斜 ・複数の面が傾斜 ・等高線の傾斜
・傾斜の両面に壁がある場合
・通路のみの機能を持つもの
面
斜床空間の形態
線
斜床空間と機能の関係は、パランの述べている「斜めの理論」の視点から導き出したものである。
パラン作品を見ると、教会に始まり、商業施設、パヴィリオン、居住施設などの機能で斜床空間
を用いている。本項では、現代斜床建築の建物用途、斜床空間機能の二点を分析を行い、パラン
作品との比較を行う。
現代斜床建築 31 事例を分析すると、美術館に対して斜床空間が用いられていることがわかる。
31 事例中、12 事例に対して斜床空間が見られる。それについで、教育施設・研究施設、パヴィ
リオンが続く。美術館や博物館など、人の動線や視線の創出を目的とした機能から斜床空間が用
いられていることがわかる。
美術館・博物館では展示室に対して斜床空間が用いられている事例が多い。
斜床空間に機能をもつ事例では、「展示室」としての利用がもっとも多く見られた。そして、他
にも「屋外広場」、「オープンスペース」など利用の自由度が高い機能も含まれている。
「オーディトリアム」などの「斜め」が必然的に空間に用いられるものも斜床空間を生かした機
能であると言える。
これらの結果から、教育施設・研究施設、展示施設などの機能に対して斜床空間が用いられてい
ることを示した。
第四章　作品分析と考察
□建物用途と機能
□斜床空間と機能
2. 斜床空間×機能
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
美術館・博物館　　：12
教育施設・研究施設：   4
オフィス　　　　　：   1
パヴィリオン　　　：   4
議事堂・大使館　　：   2
ターミナル・駅　　：   2
ユースハウス　　　：   1
図書館　　　　　　：   1
劇場　　　　　　　：   1
展望台　　　　　　：   1
文化施設　　　　　：   2
幼稚園　　　　　　：   1
オーディトリアム
オープンスペース
パヴィリオン
展示室
展望台
屋外広場
図書室
畑
なし
「移動媒体」では人、自転車、自動車などの移動媒体と斜床空間の関係について分析し、考察を行う。
斜床は上下移動を連続的に結びつけることを可能とするため、車輪との相性が良く、車を扱う建
築に多く用いられている。斜床空間と車の利用空間との関係は５つに分類することができる（図
14）。No.23 デンマーク館では、自転車と人の動線が統一され、動きが回遊するようにデザインさ
れている。また No.1 クンストハルでは、「周遊するサーキット」をコンセプトに、外部空間とし
ての斜床が建物を貫通し、その上を人や車が通り抜けるデザインがされている。「斜めの理論」
では「交通と居住の統合」として斜床を用いているが、類似した分類に「統一型」が適している
と言える。
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□斜床空間と車の関係
3. 斜床建築×移動媒体
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
車空間斜床空間 人間空間 内部空間 外部空間
[ 人間 ]
移動媒体
[ 自動車 ][ 自転車 ]
区別
外部区別型 内部区分型 一部内部型 統一型 貫入型
区別 一部 統一 区分
外部 内部 内部・外部
分類
区分
場所
事例
Fiat Linggot Factory
Built
Jaguar Showroom
Built
Danish Pavilion
Built
Kunsthal
Built
Automobile Objective and Planetariumfor Gordon Strong
Built
斜床空間と床素材の関係は、人の触覚性や視覚との関係において重要な点であるとパランは言う。
材料の木目や素材の摩擦力などが人体に与える影響、勾配と素材の関係性は重要な視点といえる。
本項では、近年の斜床空間の素材と勾配の関係の分析を行い、考察を行う。
31 事例の中で勾配の把握できた事例を図にまとめ、それらの勾配と素材の関係を考察する。また
パランの作品に於いても同様に分析を行い、考察をする。
まず、パラン作品の勾配と素材の関係を考察する。パランの作品はこれまでコンクリート・木材・
カーペットの三種類が用いられてきたが、最も多い素材がコンクリートである。実現した作品で
最も勾配度の高い「30%/16.7°Réaménagement de la maison de Claude Parent」は住宅であり、
素材はカーペットである。これは住宅の家具としても用いることができるパランの実験住宅であ
る。次に「16%/9.1°Sainte Bernadette du Banlay in Nevers」はコンクリートを床素材として
用いた実施作品の中で最も勾配度が高い。
次に 1990 年代以降の建築作品では、勾配が計測可能であった事例のみの図となる。最も勾配の
高い「30°No.30 Gemmel Hellerup High School」では一部分の最大勾配ではあるが、木材デッ
キを用いている。次に「20°No.03 Villa VPRO」で一部分の最大勾配がコンクリート素材を用い
た斜床空間では最も高いことがわかる。
31 事例では、９つの素材に類型化することができ、最も多く用いられている素材は「コンクリー
ト」で 12 事例が当てはまる。パランは「斜めの理論」の中で「床素材は人の触覚性や視覚との
関係において重要」と述べ、パラン作品には「コンクリート」や「絨毯」、「木材」を用いている
作品が見られる。現代の斜床空間ではそれ以外にも多様な床素材で構成され、「ガラス」や「ア
スファルト」なども用いられていることがわかる。
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□床素材の分類（31事例中 28事例 3事例不詳）
□床素材と勾配の関係
4. 斜床空間×素材
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
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Y
XO
垂
直
水平
□パランの事例の勾配と素材
16%/9.1°:■
Sainte Berna
dette du Ban
lay in Never
s
10%/5.7°:■Amén
agement de l'appar
tement d'Andrée be
llaguet
8.0%/4.6°:■Centre Co
mmercial de Tinqueux■
Centre Commercial de S
ens
30%/1
6.7°:■
Réamé
nagem
ent de 
la mais
on de C
laude P
arent
65%
/33
°:□
IP1□
Mai
son
 Tou
eg
44.5
%/24
°:□
Mais
on M
ariot
ti
34.4%
/19°
:□Ma
ison M
anoni
20%/11.3
°:□Palai
s des expo
sitions□M
aison Illes
□Maison 
Woog
コンクリート
カーペット
50%
/26.
6°：
1966
：PA
REN
T
50%
/26.
6°：
1966
：PA
REN
T
パランは「斜めの理論」の中で、斜めは家具を再定義するという。水平な空間では家具は移動可
能なものとして計画されるが、斜床空間ではそれとは異なる。パランは、家具を斜めの床と一体
となり、相互に連続的に繋がるものとして構想している。究極的には家具は床の一部となり、そ
の上を移動可能なものになるという。
1990 年以降の斜床建築における、斜床空間の家具を本項では分析を行う。工夫の見られた家具は
31 事例中、15 事例、21 種類抽出できた。それらは次の表のように分類され、5 パターンに区分
できる。
斜床空間における家具は下記のように分類できる。型は「独立」と床に「従属」に区分される。「独
立」では、多摩美術大学図書館で用いられた椅子があげられる。傾斜した床でも安定した荷重の
バランスを保つことのできる工夫がされており、移動も可能である。「従属」では「床」、「天井」
に区分され、床では「家具固定」、「段状」、「張出」に分けられる。斜床空間を段状にすることで
水平面を生み出し、その上に家具を並べる「段状」、そして家具を床に固定し、徐々に家具が変
化する「張出」、単一の家具を床に固定した「家具固定」である。天井では、天井面から家具を
吊るす「吊り」がある。
パランが「斜めの理論」の中で述べたような、床面と一体になった家具は「段状」、「張出」が当
てはまる。
パランの竣工事例では、家具と床は同素材によって計画され、その上は移動可能なものである。
1990 年以降の斜床建築にもそのような事例は２事例見られた。それらは段状の構成で、それは椅
子として機能し、その上を移動可能でもある。パランの事例では段状ではなく、斜床によって構
成されたが、現代では段状にすることでパランの理論を実現している。
第四章　作品分析と考察
□床斜床空間と家具の関係：（31事例中、15事例、21種類）
□特徴的な斜床空間における家具
5. 斜床空間×家具
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
Yokohamai International Terminal
椅子 - 階段・同素材
Serpentine Gallery Pavilion 2007
椅子 - 階段・同素材
張出 吊り段状家具固定安定
独立型
床（可動） 床（固定） 天井場所
単一 単一 複合 複合単一機能
分類
事例
従属
Kunsthal
椅子・固定・異素材
多摩美術大学図書館
椅子１・独立・異素材
Auditorium in Cartagna
椅子～机・固定・異素材
Rolex Learning Center
椅子２・固定・異素材
Danish National Maritime Museum
展示物・天井吊り・固定・異素材
Auditorium in Cartagna
椅子～机・固定・異素材
パランは傾斜地において重要なことは傾斜面の方向と建物関係であると論じている。斜床におけ
る傾斜の方向は傾斜面の方向との関係が関係していることを意味している。本項では敷地の傾斜
方向と斜床空間における傾斜方向との関係を分析、考察することを目的とする。
敷地を平坦地と傾斜地に区分し、31 事例の敷地面と斜床面傾斜との関係について比較・分析を行
う。31 事例中、平坦地が 26 事例、傾斜地には 5 事例となり、平坦地に斜床が見られることが多
いことがわかる。敷地面と斜床面の傾斜方向の方向関係は「対立と継承」の二つのパターンに区
分され、平坦地と傾斜地の方向関係は５つのパターンに区分できる。最も多く見られたパターン
は「平坦地」で「対立」である「対立１」が見られた。次に、各パターンの代表事例を取り上げ、
設計者の意図を踏まえ、考察を行う。
No.15：Tama Art University Library
◆継承
・傾斜地・継承
No.14：Nelson Atkins Museum of Art
◆対立２
・平坦地・対立
No.17：The National Opera House in Oslo
◆対立１
・平坦地・対立
No.24：Cross Looking Point
◆対立３
・傾斜地・対立
No.19：Ewha Campus Center
◆対立４
・傾斜地・対立
第四章　作品分析と考察
□敷地面と斜床面における傾斜方向の分析（31事例中、平坦地：傾斜地＝26：5）
6. 斜床建築×敷地
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
平坦地（26）敷地
対立 (26) 対立 (3)継承 (2)方向
分類
断面
傾斜地（5）
継承 (1) 対立３(1)対立１(25) 対立２(1) 対立４(1)
本項は斜床空間とその勾配度を比較分析することによって、パランの理論の勾配の図を改めるこ
とを目的とする。まず、パランの勾配ダイアグラムは以下に示す。
本項は斜床空間とその勾配を比較分析することによって、パランの理論の勾配の図を改めること
を目的とする。まず、パランの勾配ダイアグラムは以下に示す。パランの勾配ダイアグラムでは、
50% を最適な角度として設定し、それ以上を人造人間の領域として位置づけ、それ以下を人間の
接着領域として設定している。
パランの勾配図と、パランの作品の勾配図、1980 年代までの事例の傾斜空間の勾配、法律・起立
から見た傾斜勾配図、傾斜地から見た傾斜勾配図、の四つの勾配図を用いることで比較分析を行
うこととする。
分析対象である 31 事例で、勾配を確認することができた事例を上図に示した。
斜床空間が「直線型」である事例でもっとも勾配が大きいものは [No.1 クンストハル ]で 8.5°
の傾斜を利用している。また「等高線型」では [No.30 ガンメル・ヘレルブ高等学校 ] の屋外に
用いられた傾斜 30°である。これは等高線型の最大勾配であり一部分の傾斜でしかなく、そこに
とどまることを意図されていないことから、用いることを可能にしたと言える。
第四章　作品分析と考察
□パランの勾配図と比較
□事例における勾配
7. 斜床空間×勾配
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
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□【建築的角度】1990 年代から現在までの事例の傾斜空間角度
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次に、「勾配」に関連した角度を用いているものから、「建築的角度・環境的角度・身体的角度・
法律的角度・地形的角度」として区分したものを下図に示した。
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□様々な勾配図
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
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◆日本建築学会
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20%~     / 11.3~：滑る、転がるなどの斜面の遊び
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20%~     / 11.3~：急傾斜に見え、道路には好ましくない
Y
XO
垂
直
水平
◆【建築的角度】1980 年代までの事例の傾斜空間角度
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以上のことから、斜床の勾配について「家具スケール・身体スケール・建築スケール・都市スケー
ル」に勾配を区分した。これらは斜床建築におけるパランの勾配図を発展させたものと位置付け
ており、場所や用途によって角度を決定するために用いるためのものである。
「S：家具スケール」では、その上を移動、停滞する必要がないため、人が居住可能な勾配限界で
ある 30% を超えることを可能とし、100% も可能であることを示している。
「M：身体スケール」では、勾配が身体に与える影響を考慮した場合に用いる角度であり、人間の
行動に関係している。そして人体寸法からの斜路限界 [30%/16.7°] も示した。
「L：建築スケール」では、建築的法規や建築事例から抽出した角度を示している。
「XL：都市スケール」では、建築よりもさらに大きな外部空間を環境と位置づけ、環境的勾配、
地形的勾配を整理したものである。
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□斜床における「４つの勾配スケール」
□４つの『勾配スケール』
4-2.「斜めの理論」の視点と比較分析
S：家具スケール L：建築スケールM：身体スケール XL：都市スケール
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第四章　作品分析と考察
□斜床空間の構成
4-3-1. 斜床空間の分析概要
4-3. 斜床空間構成の分析
■分析方法
連続性：連結要素（周辺環境、内部空間）
流動性：斜床の向き、移動の向き
多様性：機能、移動媒体の統合
開閉性：斜床と階高の関係
身体性：斜床の種別
移動媒体・機能
階高変化
敷地・連結空間 斜床種別 方向
本項では現代建築における斜床空間構成の分析と考察を行い、さらに斜床の空間構成を抽出する
ことを目的とする。
前章で求めた「斜床の５属性」を【斜床空間の構成要素（敷地と連結空間、方向、移動媒体と機能、
階高変化、斜床種別）】に置き換え、各事例の斜床空間の構成を分析する。
第四章　作品分析と考察
□斜床空間構成の類型化
4-3. 斜床空間構成の分析
用途の統合 移動媒体の統合
回遊 旋回
一面
平行下・収束 上・収束 上・開放下・開放
等高線多面
敷地
1方向（傾斜地）：敷地面と比べて
多方向
階高
機能・移動媒体
1方向（平坦地）：敷地面と比べて
空間連結
斜床の種類
平坦地
継承 対立 3対立 1 対立２ 対立 4
傾斜地 内部－内部 内部－外部 外部－外部
■連続性
■身体性
■流動性
■開閉性
■多様性
斜床空間を構成する要素は以下の図に類型化できる。
連続性では「敷地・連結空間」を５つ、身体性では「斜床の種別」を３つ、「流動性では平坦地
と傾斜地の流れる方向の関係」を５つ、そして「流れの全体関係」を２つ、開閉性では「階高の
変化」を５つ、多様性では用途の統合、移動媒体との統合で２つ、各属性ごとに類型化を行なった。
これらの類型化を分析対象事例に対して分析を行う。
第四章　作品分析と考察
□内部傾斜独立型　（直線）
4-3-2. 現代斜床空間の構成手法
4-3. 斜床空間構成の分析
05.Felix-Nussbaum-Haus：06.The Jewish Museum：25.El “B”：
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
07.The New German Parliament：18.Ibero Camargo Museum：20.Andalusia’ s Museum of Memory：
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
08.Tate Modern：
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
10.Netherlands Embassy in Berlin
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
16.Serpentine Gallery Pavilion 2007：
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
27.KSEVT：29.Danish National Maritime Museum
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
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□内部傾斜独立型（移動媒体複合）
□内部空間独立型　（地形）
4-3. 斜床空間構成の分析
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
03.Villa VPRO：04.Freshwater Pavilion
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
12.BMW Museum：13.New Mercedes Benz Museum
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
23：Danish Pavilion：
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
22.Rolex Learning Center
31.Arnhem Central Transfer Terminal
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
第四章　作品分析と考察
□外部傾斜対立型
□外部空間貫入型
4-3. 斜床空間構成の分析
貫入 敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
01.Kunsthal( 外 )
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
14:Nelson-Atkins Museum of Art
24.Cross Looking Point
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
地中
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
19.Ewha Campus Center
地中
分割 敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
21.Porsche Museum
第四章　作品分析と考察
□外部傾斜連続型
□外部表面登攀型
4-3. 斜床空間構成の分析
延長 敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
02.Educatorium
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
09.Yokohama International Passenger Terminal：11.Maritime Youth House：17.The National Opera House in Oslo
15.Tama Art University Library
継承 1
継承 2
地表 1
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
30.Gammel Hellerup High School
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
26.Hiroshi Senju Museum Karuizawa
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能・移動媒体
28.Farming Kindergarden
地表 2
地表３
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□斜床空間構成の「９つの手法」の抽出
4-3-3_ 斜床空間構成「９つの手法」
4-3. 斜床空間構成の分析
No08, テート・モダン
No22, ロレックス・ラーニングセンター
No02, エデュカトリウム
No19, 梨花女子大学院
No24, 十字架の展望台
No26, 軽井沢千住博美術館
No17, オスロ国立オペラ・ハウス
No01, クンストハル
No21, ポルシェ美術館
延長
突出
分割
地形
連結
地中
継承
貫入
地表
傾
斜
地
な
し
な
し
内
部
ー
内
部 
操
作
内
部
ー
外
部 
操
作
外
部
ー
外
部 
操
作
内部空間に外部空間として斜床
空間を貫通させる構成手法。多
様なアクセスを生み出し、内部
と外部の移動が交錯する。
敷地の傾斜方向、角度と反対に
斜床空間を配置する構成手法。
傾斜地の場合、高さの変化を生
み、眺望性を確保しやすい。
地中に向かって斜床が配置され
る構成手法。地上面との距離が
徐々に離れ、外部と内部が連続
的に結ばれる。
内部・外部に傾斜を延長させる
構成手法。内部、外部の境界が
曖昧になり、内・外部空間の連
続性を高める。
地形的な斜床を用いた構成手
法。丘のような床は様々な方向
性をもち、空間に多様性と連続
性を与える。
空間と空間を結ぶ構成手法。
空間に連続性を生み、人の流れ
を流動的にする。
敷地の傾斜方向、角度をそのま
ま内部空間へ残す構成手法。外
部の要素を内部に反映し、外部
のような内部空間を生む。
内部空間を外部の斜床空間に
よって分割する構成手法。外部
空間が貫通し、外部動線が建物
を貫く。
敷地の表面と一体になる構成手
法。移動の障害とならず、丘の
ようなランドスケープを生む。
手法名 ダイアグラム 事例 詳細
各事例の斜床空間構成を類型化すると「９つの構成手法」が抽出できた。「９つの構成手法」は
連結部分によって【内部−内部】、【内部−外部】、【外部−外部】操作に区分され、さらに【傾斜地】
に対する手法が６つ抽出できる。また各手法について、事例と詳細を図に記した。
第四章　作品分析と考察
4-3-4_ 章結
4-3. 斜床空間構成の分析
　「斜めの理論」との比較・考察から、現代斜床建築の「傾向」と「発展的視点」を示し、さら
にパランの構想と現代の斜床建築の共通点を示した。パランの構想が現代の斜床建築に反映され、
多様な斜床建築が竣工し始め、「斜めの理論」提唱時よりも新たな斜床空間の意味や可能性を整
理することができた。
　そして【斜床の５属性】に基づいて斜床空間を分析し、斜床空間の【９つの構成手法】を抽出
した。現代斜床建築に用いられている斜床空間の構成を９つの構成手法に整理し、その特徴と条
件、操作部分などを整理した。
　第 5 章では、これらの分析と考察を応用し、「斜床空間」の有用性を示し、斜床空間の可能性
を広げることを奥的とし、設計を行う。
五章　建築設計提案
斜床はパランとヴィリリオによって今後来るべき情報化社会のための
「第三の建築空間の可能性」を有することになると主張された。
前章までに整理した斜床空間の分析を応用し、
新たなオフィス空間と建築を提案する。
そして斜床空間の有用性と可能性を示すことを目的とする。
従来のオフィス空間
効率性・生産性・空間の均質化
IT 系企業のオフィス空間
個の重視・空間の多様性
従来のオフィス空間 斜床を用いたオフィス空間
産業革命以来、オフィス建築は効率性が重視され、生産的で静的な建築空間が要求されるに伴い、
労働環境が画一化し、オフィス空間は均質的で単純化した。近年は情報やメディアの変化に合わ
せ、オフィス空間に求められる要素にも新たな変化が生じ、机に縛られず自由で多彩な労働環境
が求められている。
本設計では、従来のオフィス空間に対して、斜床空間を用いた新たなオフィス空間を提案する。
さらに斜床空間の有用性と可能性を示す。
五章　建築設計提案
□オフィス環境の変化
□設計提案
5-1. 設計趣旨
コンセプト・スケッチ
連結要素 連続体としての斜床空間
外部傾斜、 外部動線などの関係により、 敷地を含む外
部環境との連続を図る。
個人の労働環境を自由にすることで、 グループ間の繋
がりが希薄化する問題がある。 斜床空間では視覚的な
関係を作り、 間接的に個人と集団を結びつける。
斜床空間により上下階を繋ぎ、 立体的な空間のつなが
りを創出する。 また斜床空間に機能を与え、 機能的な
連続性を確保する。
【斜めの家具】
家具と床は一体化し、
多様な活動を受け入
れることを可能とする。
立体的な空間の連続敷地と孤立 敷地・外部空間の連続 機能が連続
SUBWAY
CAFE/SHOP
OFFICE
OFFICE
A A
BB
CC
A
B
C
B/C
A/C
A/B
これまでの斜床は、ある地点とある地点を結ぶことを目的として用いられてきたが、本設計では
斜床空間を機能的な連続性をもつ【連続体】として応用し、設計へと結びつける。
【連続体】…「連結した部分として機能、または相互に連続的な関係を作り出すもの」と定義した。
四章までの考察・分析から、斜床空間の４スケール（XL: 都市、L: 空間、M: 身体、S：家具）が
明らかとなり、各スケールに応じた斜床空間の【連続体】を再考し、斜床空間の有用性を示す。
斜床空間を用い、各スケールに応用した。設計ではこの【敷地・外部環境】の連続、【空間・機能】
の連続、【個人・集団】の視覚的連続、【家具と床】の連続、４つのスケールを通して斜床空間を
計画する。
五章　建築設計提案
□【連続体】としての斜床空間
5-2. 設計プロセス
350mm
Chair
Stair
Shelf Desk
S：【家具と床】の連続M：【個人と集団】の視覚的連続
XL：【都市・外部環境】の連続 L：【空間・機能】の連続
渋谷駅
代々木競技場
代々木公園 原宿駅
表参道駅
明治神宮前駅
用途地域：商業地域
建ぺい率：80%　/　容積率：500%
高さ制限：30m　/　勾配：3°
SITE
用途は、IT 系企業のオフィスを計画する。企業の労働環境は PC を主とした労働環境が自由なシ
ステムを選択する。
対象敷地は明治通りと表参道が交差し、駅にもアクセスの良い場所とした。周辺施設などの影響
で多様な世代が流動的に交錯する場所である。また敷地には傾斜が３度あり、交差点に面し、そ
の交差点の地下には地下鉄駅が隣接する。そして表参道からのケヤキ並木が敷地に対して南面に
立地している。
五章　建築設計提案
□建物用途
□対象敷地
5-3-1. 設計概要
5-3. 設計提案
N
80
m 18
m
3
3
m
65m
50 m0 10
特徴的な敷地形状である本設計敷地は、その形状に合わせるように配置する。建ぺい率が 80%、
容積率 500%、を満たすように水平スラブを積層し、簡略化したヴォリュームを設定し、設計を始
める。
五章　建築設計提案
□配置計画
5-3-2. 計画内容
5-3. 設計提案
■ 裏側道路から建物一階をみる。人の流れを流動的にする斜床空間。
敷地に対して、地中に潜るように斜床を設けて地下鉄駅との接続を図る。
敷地傾斜に対して【突出】させ、二階への接続を図る。
通りに対して並行に配置させ、流動的な動きと連続的な移動を可能にする。
斜床空間の９つの手法を元に斜床空間構成の操作を行う。【地中】、【突出】、【継承】、【延長】、【貫
入】の構成手法を用いることで、【都市・外部環境】と連続的な関係を作り、従来型オフィス空
間の外部環境からの孤立、均質的な労働環境を改善する。
五章　建築設計提案
□【地中】
□【突出】
XL：【都市・外部環境】の連続
5-3. 設計提案
■ 交差点から 1階をみる。交差点の流れを受け止めるように計画。
SHOP SHOP CAFE
敷地勾配に対して連続的に【継承】させ、建物が交通の遮断を回避させ、さらに裏通り
との接続を図る。交差点からの人の流れをそのまま建物に引き込むように計画する。
そして歩道との床の素材を合わせ、ショップ、カフェを並行して配置したことで、1階斜
床空間を街路として演出し、街に対してひらけた場所を生み出す。
五章　建築設計提案
□【継承】
5-3. 設計提案
■ 2 階エントランスからみる。敷地傾斜と連続した内部空間。
■ 2 階オープンスペースからオフィスギャラリーをみる。天井から吊るされた展示ボード。
SHOP SHOP SHOP
Open Space
Gallery
2 階、地下 1 階まで敷地傾斜を【延長】させ、敷地との連続性を高める。地下 1 階にはショッ
プを計画し、2 階はオープンスペースとオフィスギャラリーを計画する。敷地傾斜を延長
させ、傾斜面の影響を感じながら展示を鑑賞し、鑑賞しながら身体感覚に刺激を与える。
斜床のため、展示ボードは天井から吊るし、斜床を優先させる。オープンスペースは丘
のような斜床を用い、エントランスのラウンジとして人の溜まり場を作る。
五章　建築設計提案
□【延長】
5-3. 設計提案
■ 5 階から屋上への斜床空間をみる。外部環境を内部に取り込む。
■ 4 階オフィス空間からみる。時間により変化する光は内部を環境も変化させる。
屋上には緑化規定から屋上庭園を設けており、その屋上の自然を斜床空間を用いて内部
へと引き込むことを計画する。緑が建物に入り込むような演出をして、最上階にいなが
ら外部環境や自然の変化が感じられる空間を作り出した。
さらに床素材に透明材を用いたことでトップライトとしても機能し、その光は建物内を
明るく照らすと共に、環境により変化する空間となる。
五章　建築設計提案
□【貫入】
5-3. 設計提案
■傾斜による方向性は、視線を一つの方向に向け、多様な視線の交錯を誘発する。
■角度と斜床の関係
建物内部の上下階は全て斜床空間によって繋がれている。その連結する斜床空間の勾配
は分析結果から得た勾配４スケールを参考に、11.3 度、8.5 度、5.7 度、3度の四つの角
度を設計に用いた。そして空間同士は手法【連結】を用いて連続的な空間を生み出し、
斜床空間に機能を加えた。オフィスとオフィスを結びつける斜床空間はオフィスとして
の機能が加わる。さらに斜床空間が連続して存在することで上下空間で機能が連続する。
11.3°/20%：座る、散歩する、休憩する、鑑賞する / 最大勾配：日本建築学会
8.5°/15%：座る、散歩する、休憩する、鑑賞する / クンストハルの勾配
5.7°/10%：走る、軽い運動 /最大勾配：日本建築学会
3.0°/5.2%：見えない斜面 /走る、軽い運動 / 対象敷地の勾配
五章　建築設計提案
L：【空間・機能】の連続
5-3. 設計提案
30%：
16.7°
20%：11.
3°
15%：8.5°
10%：5.7°
5.2%/3.0°
■ 4 階オフィス空間からみる。壁ではなく、高さによる区分により、連続的な空間を作る。
■ 4 階オフィス空間からみる。斜床空間の連続による大きなワンルーム。
Office
Office
Office
Office
Office Office
Office
Office
Office
Office
Office
空間と空間を結びつける手法として【連結】を用いる。連続した上下空間は、大きなワ
ンルームとしての機能も加わる。
五章　建築設計提案
□【連結】
5-3. 設計提案
■4F 大講義室から全体をみる。多様な人の活動や流れ、人の視線が交錯する。
■3F オフィスから上階をみる。斜床の上での活動は傾斜方向に対して向けられる。
建物内の動線計画では、地下階から屋上階まで流動的な人の動きを作り出し、選択肢を
多く持つような計画を行いました。従来型のオフィスは効率的で、短時間でのアクセス
を重視していたが、本提案では人と人との接触や出会いを誘発させることを目的に動線
計画を行なっている。そして壁ではなく、斜床の高さの変化により緩やかな空間区分を
行なった。人の視線が遮断されることなく、多様な活動を確認することが可能になった。
様々な活動と視線が交錯し、個人と集団との関係は視線により遮断されていたものが、
視覚的に連続性を持ち、間接的な結びつきを与える。
五章　建築設計提案
M：【個人と集団】の視覚的連続
5-3. 設計提案
地下鉄から屋上まで斜床空間の連続により、流動的な人の動きが生み出される。
一般の利用者、外部の人の動き、オフィスワーカーなどの人たちが様々な移動経路で交
錯し、接触、出会いの機会を誘発させる。
五章　建築設計提案
□連続的な人の流れ
5-3. 設計提案
1 Floor
カフェ、 ショップ
2 Floor
ギャラリー
　オープンスペース
3 Floor
オフィス
4 Floor
オフィス
5 Floor
オフィス
Rooftop Floor
屋上庭園
Basement Floor 1
ショップ
斜床の上では家具は再定義される。とパランはいう。本設計でも【斜めの家具】として
斜床と家具のあり方を再考する。そこで家具と斜床空間は連続的なものとして計画を行
う。
斜床の上に斜めの板を 350mm ずつの間隔で配置することによって、高さの変化が生じ、
その板の上では【机】【棚】【椅子】【階段】などに変化し、それらは連続的に床と結びつ
けられている。さらに木材を床素材として用いることによって、床と家具との関係をよ
り曖昧なものとして成り立たせている。また家具として【段上】を用いて、水平面上に
家具を置ける方法も計画している。
五章　建築設計提案
□【斜めの家具】
S：【家具と斜床空間】の連続
5-3. 設計提案
350mm
Chair
Stair
Shelf Desk
■ 壁×家具
■ 手すり×家具
■ 手すり×家具
次に、斜床空間では手すりが必要とされることを生かし、手すりと家具として再定義し
ます。床との連続性を確保するために素材は木材を使用して、手すりの高さを生かして
【机】として機能を与える。さらに手すりを大きく捉え、壁のような棚を計画する。視覚
的な連続性を確保させるため、空洞を多く計画した。斜床空間の連続により棚は空洞に
したことで両側からの利用を可能としている。
このように斜床空間における家具を再定義し、新たな家具と床の関係を提示した。
五章　建築設計提案
□斜床空間×家具
5-3. 設計提案
■ 連続的な斜床空間が作り出すファサード
■ 鳥瞰図
斜床空間を用いたことで、斜めのスラブが生まれ、それが特徴的なファサードを作り出す。
上下階を連続的に結びつけた斜めのスラブは、都市に対して動きのある特徴的な表情を
作り出す。
そしてファサードにはガラスのカーテンウォールを全体に用い、人の活動が街に対して
開くように計画した。人の移動、活動と隣接しているケヤキ並木と呼応し、街に新たな
ランドスケープを作り出す。
五章　建築設計提案
□ランドスケープの創出
都市と建物の関係
5-3. 設計提案
■ 夜間に作り出す光のファサード
斜床空間を用いることで新たな光との関係が生まれる。夜間には他の部屋の光が斜床の
裏面に反射し、下階に光を落とすことで、柔らかな光を演出する。つまり外部に対してファ
サードには異なる光の濃度が表出する。光の濃度が異なるため、空間の均質性を和らげ、
多彩な光を生み出し、空間は豊かになる。
連続体としての斜床空間は、従来のオフィス空間を超えた新たなオフィス空間の創出、
さらに都市・空間・人・家具の関係を新たに提示することを可能としました。
五章　建築設計提案
□斜床空間と光
□連続体としての斜床空間
5-3. 設計提案
■ 3 階平面図
■ 4 階平面図
■ 5 階平面図
五章　建築設計提案
□平面図
5-4. 計画図版
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■ 地下 1 階平面図
■ 1 階平面図
■ 2 階平面図
五章　建築設計提案
5-4. 計画図版
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■ A-A’　断面図
■ B-B’　断面図
五章　建築設計提案
□断面図
5-4. 計画図版
結.　総括
　本研究はクロード・パランの「斜めの理論」を援用し、他分野の理論と現代斜床建
築作品を通して斜床を再考した。さらに分析から斜床空間の「傾向」と「発展的視点」
を整理し、【斜床の５属性】、【斜床の４スケール】、【斜床空間構成９手法】を導き出し、
それを設計提案において応用することで、斜床空間の可能性と有用性を示した。
　現代における斜床の理論的な位置づけ、さらに斜床の持つ属性として、他分野の理
論と現代斜床建築作品を用い、本論では斜床空間の分析と考察を行った。そして【斜
床の５属性】、【斜床の４スケール】、【斜床空間構成９手法】などを導き出した。しかし、
さらなる斜床の理論的位置付けや可能性を探る必要性は、高まることになると考えて
いる。本設計では４つのスケールを建築単体の中に落とし込み、斜床空間の可能性を
示したが、さらに大きな都市的なスケールでの検討は行ってはいない。都市的なスケー
ルでの斜床空間の可能性や意味を探ることを展望とする。
　都市的なスケールでの斜床空間では、自動車などの車輪との関係も触れておく。車
の発達は産業革命以降、飛躍的に発達し現代では一人乗りの自動車や乗り物が一部の
地域で流布されつつある。人の「歩く」という概念を変える動きの中で、再び斜床空
間が見直されることもあると考えている。
　斜床空間を用いた建築、さらに都市空間が今後も増加し、さらなる斜床空間の可能
性を広げること動きがおこることを願う。
結　総括
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Villa VPRO
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Freshwater Pavilion & Blowout (freshH2O
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Felix-Nussbaum-Haus
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The Jewish Museum
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The New German Parliament
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Tate Modern
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Yokohamai International Passenger Terminal
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この計画では、ふた組のクライアントが施設を共用する必要があった。ヨット・クラブとユースハウスである。彼らの要望は正
反対で、ユースハウス側は子供達が遊ぶための外部空間を欲していたのに対して、ヨット・クラブは敷地のほとんどをヨット置
き場として使いたいと主張していた。結果的に文字通り、これら二つの対照的な要望が折衝しあった建物が出来上がった。デッ
キが浮かび上がっているところでは、その下にボートを収納でき、子供達はその上を自由に歩き回って遊ぶことができる。
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Nelson-Atkins Museum of Art
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Tama Art University Library
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Serpentine Gallery Pavilion 2007
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The National Opera House in Oslo
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Ibero Camargo Museum
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Ewha Campus Center
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The MA: Andalusia’s Museum of Memory
º²fCN
º²fCN
º²fCN	
´{
pq
zhpCYo
t© h³
dTlM
f¦ ±®
1+
lwc b ~ eYcr[N
h©
. !A
~
y l:²  l:l ¸7·¶ ¯c¨:j

	 	
ÆóÂ åċ
ĆĄû
Ô¯Ėñ ÆóĖñ ÅÃĖñ
¯ĔÓ ¯
Ë²à
2#
Õ° ÕjYx
ÕăÄ
Ė
&
{e[úÿĘ
¶Ė
& úÿĘ
0=(91CC=.CC#D7.%:DDC
Ö;N{e[¢áĘI,ÆórČ;CÜeí¬b;@gjgbĚNëÑrî=b©Ùd,©ïekYr|h}bsYjour3pleaMp-
{e[¢áĘI,ÇdÐÎ;CĔ,Ĕ[eÏo@@NT@¯éedßď=p5em2d¹®=p-kYr|mbdÝÌ:T@~sgâeÝč
b;CĄæ:TCNp-ĐdI½îyt6¦NnTC4o,{e[e.º»/ròĒrČ;Cę=p³bcACNp-
ĔdIypgyt6ù;CNp-9eòĒIzYy¥gtwbcpejcn>,Û³ûduof_ebemxbt_YwrIA
7obĀ?p9ba,.{e[ęen/heÉĕNìćrÒ;CNp-
À·còĒb;CĄæ:T@½îytI,Mn5<N¼NnT@êøèa¡etxldÈ2,āÊbuyad±BU¤ädÈA@xio
edIcACNcN,bgvsg6ãTpõjbcAC4o,òĒ5nlė5nl½îrĊACNU9b6a7p-
¢áĘeÝčIþØevz}5nĆĄ:TCNp-
ą«ûI{e[e£ĈèccbeeMp½îyteo§ia´·cÕĖrçACNU-
:DDA+)))7+?#!&&A#%C:!(C(!5*
7=(9?!CC=
:DDAC+D%?C=D9##9=#AD%?C=D-
:=C=?(:DDA+)))%:7=*
Porsche Museum
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ロレックスラーニングセンターは、21世紀における新しい学習と人々の相互交流の方法のために計画された。建物は基本的にひと続きの構築物として88,000m2の
敷地全体に広がっている。この建物は図面の上から矩形のものでありながら、その屋根と床が常に並行して緩やかに起伏していることにより、外見はより有機的な
形に見える。目に見える支持材をほとんど持たず、建物は軽やかに大地に接し、そこに広々としたオープンスペースを形成し、その足元ではあらゆる方向からの
人々を中央のエントランスへと導く。
内部では、起伏によってつくられた山と谷と公言が建物の端々をしばしば覆い隠している。段差や階段に代えて、緩やかなスロープとテラスを設けた。明確ではあ
るが、空間を分節する壁を用いることなく、一つの活動領域はもう一つの領域へと道を開いている。来訪者たちはこの緩やかな局面を散策しながら登り、さもなく
ば通常のエレベーターを設計する技術を取り入れて特別にデザインした、「水平リフト」という優美なガラスボックスの一つに乗って空間を移動して回るだろう。
人々の交流する様々な領域や感動的な大ホールを備えるだけでなく、建物は天井高の違いによって、音響的に隔離した領域として休憩ゾーンや静寂なゾーンを確保
することに努めている。建物内部の数々の斜面や谷間、そして台地、さらに中庭によってつくられる様々な形態、こうしたすべてのものがここにあるバリアフリー
の空間の表現に役立っている。
大地の形状はこの建物のフレキシブルなオープン・スペースに特例とも言える流動性を与えている。～～それは建物内部に設けられた様々に大きさを変えた14の吹
き抜け空間によって際立たせた流れである。これらにはガラスが組み込まれ、幾つもの緩やかな丸みをつけた戸外の、「パティオ」と建築家が表現している空間を
作り出している。このパティオは車高の場であるとともいん、内部と外部の視覚的に結んでいる。これらは建物の大事な構成要素である。
上部の領域からは、来訪者たちはキャンパスのみならず、レマン湖やアルプスの壮大な眺めを楽しむことができる。
その統一感と多様性にもかかわらず、妹島和世が語っているように「居心地の良い公共空間」なのである。
この建物は社交性を特に重要視していて、一緒にコーヒーを飲み、昼食をとり、学習し、セミナーに出席しながら、すべての重要な専門分野の間で打ち解けられた
出会いができるように人々の働きかける。それは行ってみたくなるような、そしてEPFLが周辺の社会や全世界に交流を広げられるようなランドマークとして計画
されている。
ラーニングセンターの建築的革新性は、何といっても、「丘」に向かう床がゆるやかに傾斜したり、「尾根の道」の床がスロープ状だったりと、水平面が非常に少
ないということだ。そもそも床がうねる建築は初めての「実験」でもある
このスロープの導入を妹島氏は「外のキャンパスからの動きの連続として、それが中断されることなく入り口から中に続き、また中でもやわらかい斜面を登って自
然にレストランに着いたり、図書館に着いたりする。同様に建物の外にも自然な動きで出て行ける、いわば『有機的な動きの連続性』を目指したからだ」と言う。
「自然の中では、谷や湖畔に村ができるように地形によって住む場所が分けられている。ここでもその地形による住み分けの方法が使えるのではないかと思った」
と西沢は言う。谷の部分にカフェを作り、尾根の始まりに図書館を置き、尾根の向こう側の風景の良い所をレストランにするといった具合に、「分かれていないよ
うで分かれているような」区分けを設けている。
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Rolex Learning Center
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Danish Pavilion 2010
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Auditorium in Cartagena E1 “B”
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敷地は3.5mほどの高低差があり、周辺は緑が広がる場所であった。そこで私たちは、既存の敷地に合わせて緩やかに傾斜させた床と、カーブした屋根によって、全体がランドスケープのよう
に緩やかに傾斜したワンルームの空間を提案した。
□PLOT  RYUEI NISHIZAWA（参考文献）
・今回は、地面の高低差があったので、それを自然につなげようと思ってカーブした傾斜床ができました。また、勾配屋根が求められていたことから、どうせ勾配屋根を付けるなら、切妻屋
根のような形を乗っけるのではなく、勾配屋根のような形を載っけるのではなく、勾配屋根というものを空間的多様性に結びつけていけないかと考えました。そこでも三次曲面の方が自然だ
と思えたのです。(p135)
・ワンルームの中で、違う天井高を作っていくということをやりたいわけですね。それを切妻や片流れといった一様な変化の中で作るのではなく、もっと自由で多様な天井高を、違う内容の
絵、違う大きさの絵のために、あるいは違うリビングルームのために作れないかと考えました。それが三次曲面なら、より自然にできるだろうと思ったのです。（p136）
・「軽井沢」はワンルームで、もうちょっと原っぱのような感じで、傾斜も「ローザンヌ」よりも緩やか。意識せずに普通に歩くと、おそらく斜面を直角に歩かないと思うのです。でも車椅
子のことを考えると、斜めに動くのは辛いので、斜面に直角に歩ける道を作ろうと考えています。（p167）
・床のカーブは、勾配の設定がうまくいったと思います。施設全体で約　3.5mの段差があったのですが、ひな壇状に造成するのは良くないと思い、なるべく自然の地形に近い形で空間を作ろ
うと考えました。斜め床というのは個性があるので、どんな家具でもOKというわけではないのですが、今回の場合は家具もやらせてもらえたので、床の起伏と家具が良くあった空間を作れた
と思います。（p185）
・斜めの床は、外形から出てきたことでもありますが、求心的な空間にしたいと考えた結果でもあります。床に座るためには、平らな床でなくて、傾斜した方がいいのではないかと。同時に
天井高の低いスペースを作りたいとも思っていました。天井高は約2.3mから、どんどん小さくなっています。豊島に。安部良さんの「島キッチン」(2010年)問いうレストランがあるのです
が、それがなかなか良いんです。縁側があるのですが、天井高が低くて、かがんで行かなくてはいけない。でも快適で、それを見て、低いのはいいなと。座るとちょうどいい天井高というこ
とです。
・作品解説（p168）
アーティストの千住博の作品を中心にした美術館で、同時にレクチャーや研修の場など、多目的に使えるスペースであることが求められていました。クライアントは、教育や文化を目的に活
動している財団非有人で、計画当初から千住さんご本人も参加されてのプロセスでした。敷地は、軽井沢の緑豊かな環境でありながら、大通りにも近い。でも、千住さんの「緑の中に開かれ
た感じで作品が展示される」というイメージに共感し、僕自身もこれまでいろいろな形でチャレンジしてきた「開かれた建物」ということに取り組んだわけです。
敷地は傾斜地で、３、４mの高低差があります。でも、それを造成して平地を作っても、いかにも分譲造成のようになり、良くないと思いました。そこで、斜面のまま敷地全体を使って建物
を配置しようと考えたのです。同時に、平面も矩形ではなく、変形した敷地形状に合わせて、不定形にしようと考えました。
もう一つ、建築的な問題として、軽井沢の景観条例がありました。求められたのは、大きくは勾配屋根をかけることと、庇を伸ばすこと。その意味でも、敷地の傾斜を生かすことによって、
建築のヴォリュームとして勾配屋根を作ることができると考えたわけです。そこから、地形と異なる傾斜を屋根に与えていき、同時にプラングしながら、場所ごとに色々な大きさを作りつ
つ、全体としても周辺の環境にあった形を作っていこうと思いました。
Hiroshi Senju Museum Karuizawa
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KSEVT（Cultural Center of EU Space
Technologie）
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Farming Kindergarten
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Danish National Maritime Museum
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Gammel Hellerup High School
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修士論文梗概
建築論・空間的視点 心理的・生理的視点 環境的視点
事例名No,
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
クンストハル
エデュカトリウム
ヴィラ VP㻾O
フレッシュウォーター ・ パビリオン
フェリックス ・ ヌスバウム美術館
ベルリン ・ ユダヤ博物館
ドイツ連邦議会議事堂
テート ・ モダン
横浜港国際客船ターミナル
在ベルリン ・ オランダ大使館
海辺のユース ・ ハウス
BMW 美術館
メルセデスベンツ博物館
ネルソン ・ アトキンズ美術館
多摩美術大学新図書館
1992
竣工年
1995
1997
1997
1998
1998
1999
2000
2002
2003
2004
2004
2006
2007
2007
17
16
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
オスロ国立オペラ ・ ハウス
2007 年サーペンタイン ・ パビリオン 2007
イペレ ・ カマルゴ美術館
梨花女子大学院
アンダルシア記念美術館
ポルシェ美術館
ロレックス ・ ラーニング ・ センター
デンマーク館
十字架の展望台
E１ “B”
軽井沢千住博美術館
K㻿EV㼀 欧州宇宙工学技術文化センター
ファーミング ・ キンダーガーデン
デンマーク国立海洋博物館
ガンメル ・ ヘレルブ高等学校
アルンヘム ・ セントラル
2008
2008
2008
2008
2009
2009
2010
2010
2011
2011
2012
2013
2013
2014
2015
図9.  「斜床」に関する諸分野の理論・概念と斜床の５属性
図8. 「斜めの理論」から抽出した分析視点
図7. パランの建築作品
図6. パランによる勾配分類図と建築作品の勾配
図10.  分析対象
図11.  分析手順
a1. 空間の連続性
a2. 地形の連続性
a3. 移動の連続性
a4. 家具の連続性
b1. 方向の創出
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斜床建築
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斜床の５属性（一章～三章）
斜床空間の構成 斜床建築の手法
「斜めの理論」の分析視点（二章）
「斜めの理論」（二章）
諸分野理論（三章）
現代斜床建築の傾向
操作の策定
□Project
■Built
6° 9.1°
外観 内観 断面図
■サント・ベルナデット教会[㻿ainte Bernadette du Banlay  in Nevers]（1963-1966）
パランとヴィリリオが「斜めの理論」に基づき設計を実現した数少ない作品である。
斜床の可能性の提示「斜めの機能」、斜床の勾配を分類「斜めの角度」、
外部環境と斜床の相互関係「斜めの敷地」の５つに整理できる（図５）。
またパランは「斜めの機能」で、建築空間における斜床が持つ機能
を６つ（登攀可能、交通と居住の統合、連続性・流動性、内部空間
の最大利用、身体感覚の覚醒、家具の再定義）を示している。
2-3 パラン作品について
　パランの建築作品や図面資料から「斜めの理論」の関連性を比較
分析する。「斜めの角度」におけるパランの勾配分類図は生理学・心
理学等の研究を利用して角度の分類が行われた（図６）。彼らの実現
した作品数は多くはないが、その中でもサント・ベルナデット教会
[1966 年 ] は彼らの理論を反映した斜床建築の処女作であり、現在は
歴史的建造物に指定されている（図７）。彼らの建築作品の勾配と勾
配分類図を比較すると、実現した作品では 30%/16.7°のサント・ベ
ルナデット教会が最も傾斜が大きい。そしてパランが勾配を分類し
た【見えない斜面（4 〜 6%）】と【ゼロ感度（0 〜 3%）】に該当する
作品は計画されず、身体感覚に影響を与えることが意図されている
ことが指摘できる。
　「斜めの理論」とパランの作品から斜床空間に関する分析視点とし
て【７つの視点（Ⅰ .傾斜型・Ⅱ .用途機能・Ⅲ .移動媒体・Ⅳ .素
材・Ⅴ .家具・Ⅵ .敷地・Ⅶ .勾配）】を抽出した（図８）。
■ 三章 . 「斜めの理論」の展開
3-1 斜床に関する理論
　「斜めの理論」だけでなく、他分野の斜床に関する理論として、建
築学、哲学、心理学、生理学、景観学の分野から抽出し、斜床の有
用性を示す。建築学ではパラン「斜めの理論」、コールハース「トラジェ
クトリー」、グレッグ・リン「フォールディング・アーキテクチャ」、
荒川修作「建築的身体」、矢萩喜從郎「障りの感覚」、哲学ではジル・
ドゥルーズ「襞」、心理学と生理学ではアデルバート・エイムズ .Jr
「視覚の恒常性」、ジェームズ・ギブソン「生態学的視覚論」、景観学
ではジョン・オームズビー・サイモンズ「ランドスケープ・アーキ
テクチャ」、キャサリン・グスタフソン「ランドスケープと身体」を
選定した。さらに各理論を「建築論・空間的視点」、「心理的・生理
的視点」、「環境的視点」の３つに分類した（図９）。
3-2 理論の相互関係
　各理論の相互関係を比較するため、各理論を要素ごとに分解し、
理論の要素を並列にする。そしてその要素が斜床に関連し、さらに
要素同士の相互関係が認められるものを斜床の性質として取り上げ
る。要素同士の関係から斜床の性質として【斜床の５属性（連続性・
流動性・多様性・開閉性・身体性）】が抽出できる。そして【斜床の
５属性】における各属性を反映した具体的な機能や用途を示した。
3-3 章結　
　「斜めの理論」と他の斜床に関する理論を比較することで斜床の性
質を整理し、【斜床の５属性】として抽出できた。さらに斜床による
具体的な機能を示した（図９）。
■ 四章 . 斜床建築事例の分析
4-1 分析対象・分析手順
　分析対象は斜床建築が竣工し始めた 1990 年から 2016 年までの建
築雑誌『A+U』を元に抽出した 31 事例である（図 10）。分析手順は第
二章で抽出した【７つの視点】を用いて分析し、さらに「斜めの理論」
でパランの論述と比較、考察する。また第三章で抽出した【斜床の
５属性】を元に、事例の斜床空間の構成手法を抽出する（図 11）。
図17. 斜床空間における「傾斜面方向」の分析
図16.　斜床空間における「家具」の分析
図15.　斜床空間における「素材」の分析
図14.　斜床空間における「移動媒体」と空間構成の分析
図13.　「用途機能」と【斜床の５属性】の比較分析
図12.　斜床の分類
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06 ● ●●●
07 議事堂 ●● ●●-
08 ●
09 客船ターミナル ● ● ●●●オープンスペース
10 大使館 ● ●-
11 ユースハウス ● ●●オープンスペース
12 ● ● ● ●●
13 ● ● ● ●●●
14 ● ● ●●●
15 図書館 ● ●●学習空間
16 ● ●
18 ●
●
● ● ●
● ●
●
19 大学棟 ●●オープンスペース
20 ●
21
22 ラーニングセンター ● ● ● ● ●● ●●オープンスペース
23 ● ● ● ●● ●●
24 展望台 ●●●オープンスペース
26 ● ● ●●●●
28 幼稚園 ● ●● ●屋根 / 畑
29
美術館
パヴィリオン
美術館
美術館
美術館
博物館
美術館
美術館
パヴィリオン
美術館
美術館
美術館
パヴィリオン
美術館
博物館 ● ●●●
斜床用途
（通路 +α）
オーディトリウム / 外部通路
展示空間
展示空間
展示空間
展示空間
-
展示空間
展示空間
-
-
-
オープンスペース
展示空間
展示室
17 オペラハウス ● ●● ●●オープンスペース
25 ● ● ● ●●
27 ● ●●●
文化施設
文化施設
オープンスペース
展示室
展示空間
30 高等学校 ● ● ●オープンスペース
31 駅舎 ● ●● ●●オープンスペース
4-2 「斜めの理論」の視点と比較分析
　前章で求めた【７つの視点】を用いて、各視点で事例を類型化し、「斜
めの理論」と比較・考察することで、現代斜床建築の「傾向」と「発
展的視点」を整理する。
Ⅰ 傾斜型
　斜床は【面】と【線】に区分でき、さらに斜床は３つの種別【一面型・
多面型・等高線型】に区分することができる（図 12）。パランの作品
には【一面型】と【多面型】による斜床空間構成であったが、現代
斜床空間には【等高線型】が実現している点が「発展的視点」であ
ると指摘できる。
Ⅱ 用途機能
　用途機能では建物用途と斜床空間の用途の関係、さらに【斜床の
５属性】の各属性における具体的な機能の関係を比較考察する。31
事例中、15 事例が【美術館】・【博物館】・【パヴィリオン】の建物用
途であり、その内 8 事例が斜床空間を通路兼【展示空間】として利
用してことがわかる（図 13）。さらに【展示施設】では【a3. 移動の
連続性】、【e1. 身体感覚の再生】が意図される事例が多く、人の動線
と視線の流れの創出、シームレスな空間、身体感覚を覚醒させるな
どを目的として斜床空間を用いていることが指摘できる。また事例
では通路兼【オープンスペース】としての斜床の利用が11事例と多く、
それらは斜床空間の【C. 多様性】を生かし、様々な活動を誘発する
意図がなされている。【斜床用途】では【展示空間】、【オープンスペー
ス】としての利用が多く、その他の利用方法に関しては開発の余地
があり、パランが構想した居住施設に対する利用は少ない。しかし、
現代斜床建築では通路としての斜床ではなく、【通路 +α】として斜
床空間を用い、パランが理論の中で構想した【交通と居住の統合】
が実現していることを示した。
Ⅲ 移動媒体
　移動媒体では、人、自転車、自動車などの移動媒体と斜床空間の
関係を分析、考察をする。斜床は上下移動を連続的に結びつけるこ
とを可能とするため、車輪との相性が良く、車を扱う建築に多く用
いられる。斜床空間と車の利用空間、人の利用空間、内部・外部空
間について建築構成を分析すると、その関係は５つに類型化できる
（図 14）。[No.23 デンマーク館 ]では、自転車と人の動線が統一され、
動きが回遊するようにデザインされている。また [No.1 クンストハ
ル ] では、「周遊するサーキット」をコンセプトに、外部空間として
の斜床が建物を貫通し、その上を人や車が通り抜けるデザインがな
されている。「斜めの理論」では【交通と居住の統合】として斜床を
用いているが、類似した分類に全ての空間が同じ斜床上で可能にす
る【統一型】が該当する。
Ⅳ 素材
　斜床空間における床素材は、９つの素材に類型化することができ、
最も多く用いられている素材は【コンクリート】で 12 事例が該当す
る（図 15）。パランは「斜めの理論」の中で「床素材は人の触覚性や
視覚との関係において重要」と述べ、パラン作品には【コンクリート】
や【絨毯】、【木材】を用いている作品が見られる。現代の斜床空間
ではそれ以外にも多様な床素材で構成され、多様な斜床空間が開発
されていることを示した。
Ⅴ 家具
　斜床に対する家具構成は６つに類型化できる（図 16）。床に対して
【独立】と【従属】、さらに【家具機能】の【単一】と【複合】で区
分した。パランは家具を「床と一体であり、相互で連続的に繋がる
もの」として構想している。特に斜床と連続して構成される【段上】、
【張出】はパランの構想に類似しており、床と一体化した家具として
位置付けることができる。【張出】では斜床による高さの変化を生か
し、高い部分では机として、低い部分では椅子として機能する。さ
らに【張出】は場所によって家具機能が変化するだけでなく、その
上を移動可能なものとして利用することも可能である。次に斜床と
は【独立】し、移動可能な家具として [No.15 多摩美術大学新図書館 ]
における椅子が該当し、斜床に対する家具の工夫が見られた。また【天
井】に対して家具を吊す【吊り】は、斜床の影響を受けない家具と
して位置付けられる。
Ⅵ 敷地
　敷地の傾斜面方向と斜床空間の傾斜面方向との関係から５つの分
類に類型化できる（図 17）。斜床建築は 31 事例中 26 事例が【平坦
地】、5事例が【傾斜地】に立地し、【平坦地】が多い。傾斜地の場合、
敷地の傾斜面方向と斜床空間の傾斜面方向の関係は２つに分類され、
傾斜面方向が同じものを【継承】、異なるものを【対立】として区分
した。パランは「傾斜地の方向と斜床空間の傾斜方向が同じであれば、
建物の勾配は内部の構造によって決定される」と論じたが、[No.15
多摩美術大学新図書館 ]と [No.26 軽井沢千住博美術館 ]では傾斜地
に立地し、傾斜地の勾配をそのまま内部へと表現し、外部から内部
構造が決定されている。つまり【継承】はパランの論述とは異なる「発
展的視点」であると指摘できる。
Ⅶ 勾配
　パランによる勾配分類図と様々な角度を「身体的角度・建築的角度・
法律的角度・環境的角度・地形的角度」に区分した勾配図で比較し、
斜床における【勾配４スケール（S：家具スケール・M：身体スケール・
L：建築スケール・XL：都市スケール）】として整理した（図 18）。【S：
家具スケール】では、その場に停滞する必要性が少ないため、【人の
居住可能な勾配限界 30%】を超える勾配が可能である。【M：身体スケー
ル】では勾配と人間の行動の関係を示し、【L：建築スケール】では
法規的な勾配と事例における勾配を示した。【XL：都市スケール】で
は建築よりも大きな外部空間を環境と捉え、勾配を整理した。パラ
ンの勾配分類図を踏まえ、「勾配４スケール」として整理することで、
場所や用途に応じた勾配の分類を示した。
4-4 斜床空間構成の分析
　【斜床の５属性】を元に、斜床空間の構成を分析・考察する。【斜
床の５属性】を【斜床空間の構成要素（i, 敷地と連結空間、ⅱ , 方
向、ⅲ ,移動媒体と機能、ⅳ ,階高変化、ⅴ ,斜床種別）】に置き換え、
各事例の斜床空間の構成を分析する（図 19,20）。各事例を【斜床空
間の構成要素】で類型化すると斜床空間の【９つの構成手法】が抽
出できた（図 21）。【９つの構成手法】は連結部分によって【内部−内
部】、【内部−外部】、【外部−外部】操作に区分でき、さらに【傾斜地】
に対する手法が２つ抽出できる。【突出】、【継承】は傾斜地のみに対
する構成手法であり、傾斜面方向と関連している。
4-5 章結　
　「斜めの理論」との比較・考察から、現代斜床建築の「傾向」と「発
展的視点」を示した。そして【斜床の５属性】に基づいて斜床空間
を分析し、斜床空間の【９つの構成手法】を抽出した。
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内部空間に外部空間として斜床
空間を貫通させる構成手法。多
様なアクセスを生み出し、内部
と外部の移動が交錯する。
敷地の傾斜方向、角度と反対に
斜床空間を配置する構成手法。
傾斜地の場合、高さの変化を生
み、眺望性を確保しやすい。
地中に向かって斜床が配置され
る構成手法。地上面との距離が
徐々に離れ、外部と内部が連続
的に結ばれる。
内部・外部に傾斜を延長させる
構成手法。内部、外部の境界が
曖昧になり、内・外部空間の連
続性を高める。
地形的な斜床を用いた構成手
法。丘のような床は様々な方向
性をもち、空間に多様性と連続
性を与える。
空間と空間を結ぶ構成手法。
空間に連続性を生み、人の流れ
を流動的にする。
敷地の傾斜方向、角度をそのま
ま内部空間へ残す構成手法。外
部の要素を内部に反映し、外部
のような内部空間を生む。
内部空間を外部の斜床空間に
よって分割する構成手法。外部
空間が貫通し、外部動線が建物
を貫く。
敷地の表面と一体になる構成手
法。移動の障害とならず、丘の
ようなランドスケープを生む。
移動媒体・機能 多様性
開閉性
連続性 身体性 流動性
階高変化
敷地・連結空間 斜床種別 方向
敷地 連結空間 斜床種別 一方向 多方向 階高変化 機能 /移動媒体
手法名 ダイアグラム 事例 詳細
平坦地 内部×内部 斜床種別 対立 旋回 平行 統合
図21. 斜床空間の9つの構成手法
図20. 構成分析の具体例
図19. 斜床空間の構成と性質
図18.　斜床の「勾配４スケール」
S ： 家具スケール
L ： 建築スケール
M ： 身体スケール
XL ： 都市スケール
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30%/16.7°
クンストハルの勾配
人の居住可能な勾配限界
50%/26.6° 人間の接着限界
100%/45° 家具のための勾配
0-10%/-5.7°
10-20%/-11.3°
20%-/11.3°-
走る、 軽い運動
座る、 散歩、 休憩、 鑑賞
滑る、 転がるなどの遊び
30%/16.7° 人体寸法による斜路限界
8.3%/4.7° 傾斜路の勾配限界 1/12
12.5%/7.0°階段に代わる傾斜路の勾配限界 1/8
15%/8.5° クンストハルでの勾配
16.7%/9.5°車路の勾配限界 1/6
42%/23.0° 都内で最も急な坂
61.3%/31.5°冬至の太陽光入射角度
142%/55.0° 春分 ・ 秋分の太陽光入射角度
491.5%/78.5° 夏至の太陽光入射角度
具体例：[No.23 デンマーク館 ]
■ 五章 . 設計提案
　斜床はパランとヴィリリオによって今後来るべき情報化社会のた
めの第三の建築空間の可能性を有することになると主張された。前
章までに整理した斜床空間を応用して、新たなオフィス空間を提案
し、斜床空間の有用性と可能性を示す。
5-1　プログラム
背景・趣旨　産業革命以来、オフィス建築は効率性が重視され、生
産的で静的な建築空間が要求されるに伴い、労働環境が画一化し、
オフィス空間は均質的で単純化した。近年は情報やメディアの変化
に合わせ、オフィス空間に求められる要素にも新たな変化が生じ、
机に縛られず自由で多彩な労働環境が求められている。本設計では、
従来のオフィス空間に対する新たなオフィス空間の提案を行う。
建物用途　用途は IT 系企業のオフィスを主とした施設を計画する。
敷地　敷地は東京都渋谷区神宮前１丁目神宮前駅の交差点に面して
立地した傾斜が３度の「斜めの敷地」である。
5-2　設計プロセス　
【連続体】としての斜床空間　本設計では連結要素としての斜床を用
いるだけでなく、連結部分と連続的な相互関係を持つ【連続体】と
して斜床空間を用いることでその有用性を示す。前章までの分析で、
斜床の４つのスケール（XL. 都市、L. 建築、M. 身体、S. 家具）が明
らかとなり、各スケール毎に斜床空間の有用性を提示する。
5-3　設計提案　
　斜床空間を用い、【敷地・外部環境の連続】、【空間・機能の連続】、
【個人と集団の視覚的連続】、【家具と床の連続】の４つの【連続体】
を提示した。全体構成は前章で抽出した斜床空間の【９つの構成手
法】を用いて計画を行い、上下階は全て斜床空間によって接続した。
建物全体は流動的な動線が地下から屋上まで続き、オフィスワーカー
や外部の人、施設利用者たちとの接触を誘発させる。斜床空間では
積極的な会話・休憩・作業などを受け入れるため、【斜めの家具】を
計画した。斜床空間の傾斜面方向は内部方向では向かい合うように
配置してワーカーたちの視覚的連続による一体感を感じ取れるよう
に計画し、個人と集団の新しい相互関係を提示した。さらに斜床空
間を連続的に用いることで、多様な活動が様々な場所で感じ取れる
内部空間を創出した。また連続した斜床空間により建物全体は都市
や外部環境を取り入れながら、一つの【連続体】となり、内部・外
部環境に対して連続的な相互関係をもつオフィス建築を設計した。
■ 結 .総括
　本研究はパランの「斜めの理論」を援用し、他分野の理論と現代
建築作品を通して斜床を再考し、設計提案においてそれを応用する
ことで斜床空間の可能性と有用性を示した。
従来のオフィス空間は効率性と生産性を重視し、 同じ状
態の空間を大量生産的に作り上げたため、 空間は均質化
した。 しかし、 メディアの発達に合わせ、 オフィス空間に
求められる要素も新たな変化が生じ、 自由な労働環境や
社員の健康面を重視したオフィス空間が求められている。
これまで斜床は、 ある地点とある地点を結ぶことを目的
として用いられてきたが、 本設計では斜床空間を機能
的連続性をもつ 【連続体】 としての斜床空間を応用し、
設計を行う。 本設計では 【連続体】 を 「連結した部分
として機能、 または相互に連続的な関係を持つもの」
と定義する。 第４章までの考察 ・ 分析から、 斜床空間
の４スケール （XL, 都市、 L, 空間、 M, 身体、 S. 家具）
が明らかとなり、各スケールに応じた斜床空間の 【連続】
を再考し、 斜床空間の有用性を示す。
従来型オフィス空間の均質性に対して、 斜床空間を用いること
で新たなオフィス空間を創出し、 斜床空間の有用性を示す。
外部傾斜を地上階に 【継承】 し、 【対立】 を用い二階
へのアクセス、 【地中】 を用い地下鉄へのアクセスを可
能にする。 外部動線は流動的になり、 敷地と外部環境
と連続的になる。
個人の労働環境を自由にすることで、 グループ間の繋
がりが希薄化する問題がある。 斜床空間では視覚的な
関係を作り、 間接的に個人と集団を結びつける。
斜床は上下空間をつなぎ、 その間で接触を誘発する空
間となる。 水平スラブによる遮断ではなく、 上下空間を
緩やかに結びつけることを可能とする。
渋谷駅代々木競技場
代々木公園 原宿駅
表参道駅
明治神宮前駅
用途地域：商業地域
建ぺい率：80%　/　容積率：500%
高さ制限：30m　/　勾配：3°
【斜めの家具】
家具と床は一体化し、
多様な活動を受け入
れることを可能とする。
従来のオフィス空間
効率性・生産性・空間の均質化
IT 系企業のオフィス空間
個の重視・空間の多様性
立体的な空間の連続敷地と孤立 敷地・外部空間の連続 機能が連続
連結要素 連続体としての斜床空間
敷地は明治通りと表参道が交差
し、 駅に近くアクセスは良い。
周辺施設などにより多様な世代
が流動的に交錯する場所。
敷地傾斜３度。
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斜床によって上下階を連結し、 立体的な動線のつながりをうむ。 さらに街の流れ、 敷地傾斜面の流れから建物に繋
がる動線の流れは、 街と建物を結びつける。 建物全体は都市や外部環境を取り入れながら、 一つの 【連続体】 とな
り、 従来の内部 ・ 外部環境に対して孤立したオフィス建築は新たな関係を創出することを可能とした。
斜床によって上下階を連結し、 立体的な
動線のつながりをうむ。多様な活動が様々
な方向に飛び交い、 視線が交錯する。
敷地傾斜を 【延長】 した二階は、 微傾斜
の室内を作り出す。 内部の丘のような斜床
と木材柱が、 森のような空間を演出する。
外部環境との関係を創出する５階の斜床
空間は、 内部に光を取り入れ、 屋上へ
のアクセスを可能にしている。
内部空間は大きなワンルームとなる。 視
覚的に活動が連続し、 一人一人と視覚的
に相互関係を生み出す。
敷地傾斜を 【継承】 し、 敷地と街の関
係を作り出す。 交差点からの人の流れ
をそのまま建物へと受け入れる。
一階は街に開くためのショップ、 カフェ
を配置し、 街に対して開く。 通り抜け
られるため街路としても機能する。
ケヤキ並木と内部の人の多様な活動が、
街に新たなランドスケープを生み出す。
内部の木材柱がケヤキと調和を図る。
斜床空間の連続により、 建物ファサード
には連続的な床スラブが生まれ、 動き
のあるファサードを演出する。
B1 へのアプローチは 【地中】、 1F は 【継承】、 ２F へ
のアプローチは 【対立】 を用いることで移動を流動的
にする。 2F は敷地傾斜の 【延長】、 3F〜空間の 【連
結】、 5F は外部環境の 【貫入】 によって構成した。
一階には 『オフィスを街に開く』 ための街のオープンス
ペースとなる。 カフェと店舗を併設し、 一般の人が街の
傾斜を感じながら滞留する場として計画する。 2F はギャ
ラリー、 3F〜IT 系オフィスを配置した。
傾斜面方向は、 【外部方向】 と 【内部方向】 に区別さ
せた。 【外部方向】 では良好な景観を創出しているケ
ヤキ並木、 街並みを確保し、 【内部方向】 は視線によっ
て活動が感じられるよう向い合わせに計画した。
分析結果から得た４つの勾配スケールをさらに 『勾配と
行動』 との関係から３つの勾配に決定する。 勾配は
8.5 度 ( 太線 )、6 度 ( 細線 )、3 度 ( 破線 ) の三つ用いた。
地下鉄からの流れ、 地上階からの流れを巻き込むよう
に斜床空間を計画した。 さらに建物全体にも斜床空間
を配置して屋上まで連続した動線を創出した。
Section A-A’：斜床空間の構成手法
Section A-A’：傾斜面方向の関係
Section B-B’：ゾーニング計画
Section B-B’：斜床勾配の配置
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